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凡

例

▽
発
表
さ
れ
た
全
著
作
（
講
演
・
座
談
等
を
含
む
）
収
録
を
意
図
し
た
。
未
公

刊
、
初
出
日
付
．
題
名
等
未
確
認
の
も
の
は
「
補
遺
・
未
確
認
」
欄
に
纏
め
た
。

▽
初
出
文
掲
載
紙
誌
の
発
行
日
付
順
に
配
列
。
同
月
内
の
配
列
も
発
行
日
付
順

と
し
た
。
最
上
段
の
太
字
数
字
は
月
刊
雑
誌
の
場
合
（
何
）
月
号
を
表
わ
し
、

新
聞
、
週
刊
誌
等
の
日
付
は
八
＞
中
に
記
し
た
。
R
は
大
阪
版
の
み
所
載
。

▽
上
よ
り
発
行
月
、
題
名
、
罫
線
下
に
初
出
文
掲
載
紙
誌
、
発
行
所
、
再
録
書

略
号
（
最
下
段
太
字
）
の
順
に
記
し
た
。
初
出
文
掲
載
紙
誌
名
が
欄
に
収
ま

ら
ぬ
時
は
題
名
欄
に
上
げ
て
〔
〕
で
括
っ
た
。

▽
右
よ
り
初
出
題
名
、
再
録
題
名
、
直
、
編
者
註
の
順
に
配
列
。
初
出
文
の
副

題
は
小
活
字
と
し
、
再
録
題
は
一
段
下
げ
て
全
体
を
小
活
字
と
し
た
。

▽
著
書
以
外
へ
の
再
録
は
二
段
下
げ
て
＿
麟
一
で
示
し
、
小
活
字
と
し
た
。

▽
座
談
会
は
画
で
示
し
た
。
ま
た
出
席
者
名
は
（
出
）
で
示
し
、
小
活
字
と
し
た
。

▽
編
者
註
は
〔
〕
で
括
り
小
活
字
と
し
た
。
初
出
、
再
録
題
の
脚
註
か
後
註
の

形
を
原
則
と
し
た
が
、
事
典
執
筆
項
目
等
に
つ
い
て
は
註
を
先
行
さ
せ
た
。

▽
題
名
中
の
作
品
名
は
「
」
で
表
示
。
掲
載
紙
誌
欄
で
は
単
行
本
、
r

講
座
類
に

「
」
を
用
い
、
雑
誌
、
新
聞
等
で
は
省
い
た
が
、
発
行
所
名
と
の
誤
認
を
恐

れ
て
付
し
た
場
合
も
あ
る
。
（
例
「
近
代
文
学
館
」
は
会
報
の
意
）

▽
作
家
名
以
外
は
新
字
体
を
採
用
。
（
作
家
名
も
字
体
未
詳
の
も
の
は
新
字
）

▽
初
出
題
と
再
録
題
の
差
異
が
僅
少
の
時
は
再
録
題
を
採
用
し
た
。
著
書
に
再

録
さ
れ
た
新
聞
、
週
刊
誌
の
初
出
題
、
副
題
は
採
ら
な
か
っ
た
。

▽
編
者
が
初
出
紙
誌
を
確
認
出
来
な
か
っ
た
も
の
は
初
出
題
の
上
に
▲
を
表
示
。

▽
本
年
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
猪
野
先
生
か
ら
の
資
料
ご
提
供
、
林
原
純
生

氏
の
協
力
等
を
得
て
、
調
査
・
整
理
・
浄
書
な
ど
藤
原
脆
博
が
担
当
。

▽
次
に
再
録
書
略
号
を
主
要
著
書
・
編
著
書
一
覧
を
兼
ね
て
列
記
す
る
。

略
号
〔
略
号
は
書
名
傍
点
部
の
発
音
を
採
り
ロ
ー
マ
字
表
記
〕

Sl

「
近
代
文
学
の
指
標
」
（
丹
波
書
林
昭
2
3
.
1
1
.
3
0
)

「
近
代
日
本
の
文
学
」
（
福
村
出
版
昭
2
6
.
4
)

k

「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
（
未
来
社
昭
2
9
.
1
.
2
5
)

Ti

「
島
崎
藤
村
」
（
要
書
房
昭
2
9
.
1
2
.
5
)

「
国
民
の
文
学
・
近
代
編
」
（
御
茶
の
水
害
房
昭
3
0
.
5
.
2
0
)
〔
永
積
安
明
と
共
編
著
〕

sz
「
近
代
文
学
の
指
標
」
（
御
茶
の
水
書
房
昭
3
1
.
6
.
5
)

〔Sl
の
増
補
改
訂
版
〕

G
「
日
本
文
学
の
近
代
と
現
代
」
（
未
来
社
昭
3
3
.
1
1
.
1
5
)

zi

「
座
談
会
明
治
文
学
史
」
（
岩
波
書
店
昭
3
6
.
6
.
9
)

〔
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
と
共
編
著
、
「
毎
日
出
版
文
化
賞
」
受
賞
〕

Tz
「
島
崎
藤
村
」
（
有
信
堂
昭
3
8
.
9
.
1
)
〔
Ti
の
増
補
改
訂
版
〕

氏
「
増
補
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
（
未
来
社
昭
3
9
.
1
2
.
2
5
)
〔
Ki
の
増
補
改
訂
版
〕

乙
「
座
談
会
大
正
文
学
史
」
（
岩
波
書
店
昭
4
0
.
4
.
2
0
)

〔
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
と
共
編
著
〕

M

「
明
治
の
作
家
」
（
岩
波
書
店
昭
4
1
.
1
1
.
3
0
)

「
文
学
概
論
」
（
有
信
堂
昭
4
4
.
1
.
2
0
)
〔
編
集
な
ら
び
に
執
筆
〕

「
明
治
文
学
全
集
55
夏
目
漱
石
集
」
（
筑
摩
害
房
昭
4
6
.
6
.
3
0
)
〔
編
集
・
解
題
担
当
〕

El

「
日
本
文
学
の
遠
近
ー
」
（
未
来
社
昭
5
2
.
7
.
1
5
)

「
日
本
文
学
の
遠
近
II」
（
未
来
社
昭
5
2
.
9
.
5
)

ーーE
 
岩
波
講
座
「
文
学
」
全
8
巻
（
昭
2
8
.
1
1
ー
昭
2
9
.
6
)

〔
編
集
委
員
を
務
め
る
〕

岩
波
講
座
「
文
学
の
創
造
と
鑑
賞
」
全
5
巻
（
昭
2
9
.
1
1
ー
昭
3
0
.
3
)
〔
同
〕

岩
波
講
座
「
文
学
」
全
1
2
巻
（
昭
5
0
.
1
2
ー
昭
5
1
.
1
2
)
〔
同
〕
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昭
和

8
年
(
-
九
三
―
―
-
）

4
春
宵
〔
小
説
〕

8
山
寺
に
て
〔
小
説
〕

9

故
武
田
呂
人
兄
を
憶
ふ

昭
和
9
年
(
-
九
三
四
）

6

島
・
若
き
8
の
紀
行
〔
小
説
〕

9
銀
貨
〔
小
説
。
他
に
「
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
欄
に
短
文
所
載
〕

11
墳
墓
〔
小
説
〕

〔
「
偽
画
」
全
3
号
。
昭
9
年
6
月
1
1
1
月
。
同
人
は
立

原
道
造
・
江
碩
彦
造
・
澤
西
健
・
猪
野
謙
二
〕

昭
和

10
年
(
-
九
三
五
）

5
た
な
ば
た
〔
小
説
〕

7

街
の
む
す
め
た
ち
〔
小
品
〕

11
や
ど
か
り
の
話
〔
小
説
〕

病
中
語
〔
雑
記
〕

昭
和
11
年
（
一
九
三
六
）

1
崖
の
上
・
或
平
凡
人
の
手
記
日
〔
小
説
〕

3

雪
の
日
•
K

・
澤
西
に
〔
コ
ン
ト
〕

編
集
後
記

10
後
記

昭
和
12
年
（
一
九
三
七
）

1

故
郷
に
寄
せ
て
•
松
原
湖
か
ら
〔
随
筆
〕

私
信
五
通
〔
「
未
成
年
」
全
9
号
。
昭
10
年
5
月
112
年
1
月
。
同

人
は
立
原
・
江
頭
・
杉
浦
明
平
・
寺
田
透
・
猪
野
等
。

「
偽
匝
」
「
未
成
年
」
細
目
は
、
「
立
原
道
造
全
集
5
」

発
表
年
月

顆

名

一
掲
載
誌
•
発
行
所

ー
一
高
・
校
友

こ
＝
雑
誌

一同
~
同

ご
偽
画
・
創
刊
号

i

同
・

2
号

i
同
•
3

号

二
未
成
年
・
創
刊
号

―
同
・

2
号

一
同•3
号

]
回
•
3

号

一
同
•
4
号

詞・
5
号

一
同
•
5
号

一
同
•
8

号

一
同
•
9

号

1

同
•
9

号

（
角
川
昭
絡
）
四
四
八
、
四
五
六
頁
に
、
ま
た
「
未

成
年
」
詳
細
細
目
は
「
本
」
（
麦
書
房
昭
4
1
.
1
)

に
記
載
が
あ
り
、
作
品
分
類
を
参
考
に
し
た
〕

3
西
鶴
研
究
序
説
〔
未
公
刊
〕

7
仝
す
こ
し
論
理
が
な
さ
す
ぎ
る

絹
「
日
本
抵
抗
文
学
選
」
（
三
一
書
房

創
花
田
清
輝

＿
再
ー
佐
々
木
基
一

闘
30)

▲

国

文

学

の

動

向

を

批

判

す

る

五

汀

畠

竺

〔
「
文
芸
復
興
」
に
つ
い
て
は
小
田
切
進
編
「
現
代
日
本

文
芸
総
荒
」
（
明
治
文
献
昭
4
3
1
4
9
)
を
参
照
し
た
。
〕

昭
和

14
年
（
一
九
―
―
―
九
）

5

立
原
追
悼

＿
田
―
複
刻
版
「
四
季
」
（
日
木
近
代
文
学
館
）
、
複
刻
版
「
四

字
・
追
悼
号
」
（
冬
至
害
房
昭
43)
、
中
村
真
一
郎
編

「
立
原
道
造
研
究
」
（
思
潮
社
昭
46)

9

作
家
と
国
文
学
・
古
典
の
現
代
化
に
関
連
し
て
八
18
日
＞

昭
和

21
年
（
一
九
四
六
）

3
近
代
小
説
へ
の
反
省

8
中
野
重
治
「
日
本
文
学
の
諸
問
題
」

9

政
治
と
文
学
・
ニ
葉
亭
に
就
て

長
谷
川
二
葉
亭
・
近
代
日
本
の
政
治
と
文
学

「
破
戒
」
覚
え
書

「
破
戒
」
の
一
面
観

昭
和
22
年
(
-
九
四
七
）

2
明
治
時
代
的
人
間
の
類
型
・
麟

□疇
訊
鱈
匹

島
崎
藤
村
・
明
治
時
代
的
人
間
の
類
型

明
治
時
代
的
人
間
の
終
末
・
「
東
方
の
門
」
を
め
ぐ
っ
て

明
治
時
代
的
人
間
の
類
型
・
「
東
方
の
門
」
を
め
ぐ
っ
て

7

小
説
の
運
命

：
文
明

丁
大
学
卒
薬
論
文

二
羹
復
興
・

11

i

モ
ナ
ス
出
版

E

二凹
i

四
季
・
立
原

こ
埠
造
追
悼
号

工
市
国
大
学
新
聞

；
文
明
・
文
明
社

口
文
学

文
明

文

学

-
且
界

SI 
T2 T, S2 

S1 
T, T2 S2 
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10
文
学
に
於
け
る
思
想
と
肉
体
・
荒
正
人
を
中
心
に

文
学
に
お
け
る
思
想
と
肉
体
・
世
代
論
へ
の
二
発
言

12
戦
後
の
近
代
文
学
研
究

戦
後
の
近
代
文
学
研
究
・
展
望
と
批
判

平
野
謙
「
島
崎
藤
村
」

そ
の
他

戟
後
の
近
代
日
本
文
学
研
究
・平
野
謙
「
島
崎
藤
村
」

に
つ
い
て

藤
村
文
学
研
究
の
一
課
題
・

後
記
に
か
え
て
・
戦
後
の
近
代
文
学
研
究

平
野
謙
氏
の
「
烏
崎
藤
村
」
に
つ
い
て

＿
直
一
初
出
文
が
「
昭
和
批
評
大
系
3
」
（
番
町
書
房
昭
43)

〔
「
戦
後
の
近
代
文
学
研
究
」
初
出
文
と

Sl文
は
同
一
。

52文
は

SI文
の
後
半
を
省
略
。

k
k文
で
は

Sl文
の
紙

面
で
冒
頭
約
四
頁
半
が
削
ら
れ
て
い
る

O
T
i工
は
初
出

文
の
平
野
謙
の
項
を
抜
幸
し
た
も
の
〕

昭

和

23年
（
一
九
四
八
）

1

二
葉
亭
の
道

〔
「
現
代
人
」
所
収
の
「
二
葉
亭
の
道
」
「
愚
痴
の
文
学
」

「
徳
田
秋
磐
」
は
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
作
家
研
究
」

の
総
題
の
も
と
に
連
載
さ
れ
た
。
「
岩
野
泡
鳴
」
に
つ

い
て
は
未
見
〕

2

「
文
明
」
の
二
年

愚
痴
の
文
学
・
花
袋
に
つ
い
て

田
山
花
袋
・
愚
直
と
情
痴
の
文
学

国
文
学
と
人
間
変
革
の
問
題

3

徳
田
秋
盤

徳
田
秋
馨
．
庶
民
的
リ
ア
リ
ス
ト
の
道

徳
田
秋
声
・
芸
術
と
女
性
と
に
よ
る
抵
抗

夏
目
漱
石
・
「
行
人
」
に
つ
い
二
闘
‘
靡
k
]

虚
無
よ
り
の
創
造
・
「
明
暗
」
に
於
け
る
漱
石

「
明
暗
」
お
け
る
漱
石

夏
目
漱
石
「
明
賠
」
論

花
・
新
生
社1
2

 

s
s
 

王学

ーs
 

-

1

2

 

k
k
 

Ti 
2
 s
 
t
 

二
現
代
人
・

1

2

冨
田
書
房

s
s

一
文
明

―
現
代
人

1

2

 

-

S

S

 

i

文
学

直
代
人

ーs
 
82 
ーs
 

贔
心
潮
・
昭
森
社ーs
 
s
 

「
明
暗
」
に
お
け
る
漱
石
・
虚
無
よ
り
の
創
造

4

永
積
安
明
著
「
日
本
文
学
評
論
」

5
▲
岩
野
泡
嗚

岩
野
泡
嗚
・
「
新
自
然
主
義
」
の
意
義

11
政
治
小
説
変
遷
史

政
治
・
社
会
小
説
の
流
れ
ー
「
経
国
美
談
」

〔
「
政
治
小
説
変
遷
史
」
の
総
題
で
計
四
回
。
「
序
章
近

代
日
本
の
政
治
と
文
学
」
（
昭
2
3
.
1
1
)
、
「
政
治
小
説

と
民
権
運
動
」
（
昭
2
3
.
1
2
)
、
「
『
経
匡
美
談
』
の
階
級

的
性
格
」
（
昭
2
4
.
1
)
、
「
社
会
小
説
の
源
流
」
（
昭
24

.
5
)
と
各
々
表
題
さ
れ
て
い
る
〕

服
部
之
総
著
「
蓮
如
第
一
部
」
「
親
濡
ノ
ー
ト
」八
24
日
＞

樋
ロ
一
葉
・
「
文
学
界
」
ロ
マ
ン
チ
シ
ス
ト
と
一
葉

「
近
代
文
学
の
指
標
」
丹
波
書
林
刊

「
心
」
を
中

心
に
し
て

12
漱
石
に
お
け
る
自
我
の
自
覚
と
崩
壊
・

夏
目
漱
石
・
「
心
」
に
お
け
る
自
我
の
問
題

昭

和

24年
（
一
九
四
九
）

7

透
谷
か
ら
藤
村
ヘ
・
文
学
史
的
素
描

日
本
近
代
文
学
の
主
体
・
透
谷
か
ら
藤
村
へ

藤
村
詩
集
・
透
谷
か
ら
藤
村
へ

透
谷
か
ら
藤
村
ヘ
・
「
藤
村
詩
集
」
を
中
心
に

劇

-
「
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
現
代
の
エ
ス
プ
リ
島
綺
藤
村
」

（
至
文
堂
昭
4
1
.
5
)

-IN 

回
乎
和
の
た
め
の
教
育

（
出
）
清
水
幾
太
郎
•
新
村
猛
•
中
井
正
一
・
吉
野
源
三

郎

等

明
治
文
学
と
平
和
へ
の
寇
思
・
立
疇
塁
藍

i〗
戸

明
治
文
学
と
平
和
へ
の
意
思
・
「
非
戦
文
学
」
覚
え
書

9
視
点
〔
「
視
点
」
欄
所
載
〕

文
学
現
代
人

1

2

 

s
s
 

自
由
公
論
・

自
由
公
論
社
KiKZ 

五
読
書
新
聞

1

2

 

s
s
 

叶
界

~82M 
一
季
刊
。
日
本
文
学

．
一
集
・
日
本
評
論
社21 

ーk
k
 

ーT
 
TZ 

；
世
界

文
学

．
文
学

1

2

 

k
k
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写
実
主
義
成
立
前
後

日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
の
成
立
・
逍
蓬
・
花
圃
・
ニ
葉
亭
・
鴎
外

日
本
文
学
研
究
の
方
法
と
課
題

そ
の
態
度
と
方
法
の

問
題
を
中
心
に
〔
討
論
〕

12
日
本
文
学
研
究
の
現
状
と
問
題
・

9
現
代
小
説

11
編
集
後
記

12
画
近
代
日
本
の
文
学
と
歴
史
・
自
然
主
義
に
つ
い
て

（
出
）
窪
川
鶴
次
郎
・
瀬
沼
茂
樹
・
遠
山
茂
樹
•
井
上
清
等

島
崎
藤
村
伝

島
崎
藤
村
評
伝

昭
和

25
年
(
-
九
五

0
)

7
中
村
光
夫
著
「
風
俗
小
説
論
」
八
19
日
＞

8
嵐
の
中
で
こ
そ
・
日
本
文
学
協
会
第
五
回
総
会
に
つ
い
て

画
平
和
の
問
題
と
文
学

（
出
）
中
島
健
蔵
・
佐
々
木
基
一
・
丸
山
真
男
・
西
尾
実
等

勝
本
清
一
郎
編
「
透
谷
全
集
」
八
23
日
＞

12
自
然
主
義

日
本
自
然
主
義

昭
和

26
年
(
-
九
五
一
）

2
文
学
入
門
書
の
問
題

4

「
近
代
日
本
の
文
学
」
福
村
出
版
刊

6

画
文
学
に
お
け
る
抵
抗
（
出
）
新
村
猛
・
杉
捷
夫
・
杉
浦

明
平
・
中
野
重
治
・
竹
内
好
等

歌
舞
伎
を
み
て

歌
舞
伎
に
つ
い
て
1
・
歌
舞
伎
を
み
て

平
倫

ぎ
口
1
1
1
1
n
近
代
文
学
評
論
史
素
描

1 1 

-
「
文
学
便
覧
日

i

本
編
」
塙
書
房

i

文
学

i
季
刊
•
日
本
文
学

-
1一
集
•
日
本
評
論
社

「
信
州
人
物
記
作
家

i

伝
」
信
濃
毎
日
新
聞

—± 
ネ

1

2

 

T
T
 

一
本

1

2

：
日
読
書
新
聞
k
k

i

文
学

一
文
学

一
本

1

2

ご
n
読
書
新
聞
k
k

-
「
日
本
文
学
講
座

-
6
」
河
出
書
房KiKZ 

二
又
学

一
文
学
憂
学

KiKZ 

-
「
文
学
読
本
・
人

一
と
作
品
」
塙
書
房
KiKZ 

一
文
学

KiKZ 

-
「
近
代
日
本
文
学
講

一
座

3
」
河
出
書
房KiKZ 

解
説
〔
河
出
市
民
文
庫
「
絵
本
」
〕

田
宮
虎
彦
の
文
学
「
絵
本
」
解
説

田
宮
虎
彦
「
絵
本
」
を
中
心
に

〔
こ
の
年
「
世
界
歴
史
事
典
」
（
平
凡
社
昭
26ー

30
、
新
版

昭
31)
に
執
筆
協
力
。
「
徳
冨
蓋
花
」
の
項
等
〕

昭
和
27
年
(
-
九
五
二
）

4

閾
外
自
筆
未
発
表
資
料
解
説
・
鱈
畔
旦
瑾
厨
環
↓

明
治
文
学
の
展
望

徳
田
秋
声

．
桑
原
武
夫
氏
の
批

5

ふ
た
た
び
歌
舞
伎
に
つ
い
て
判
に
こ
た
え
る

歌
舞
伎
に
つ
い
て
2
・
桑
原
武
夫
氏
の
批
判
に
こ
た
え
る

6

野
間
宏
「
真
空
地
帯
」

-m-
「
野
間
宏
全
集
・
別
巻
・
野
間
宏
研
究
」
（
筑
摩
昭
51)

8

画
教
科
書
に
現
わ
れ
た
文
学

（
出
）
西
尾
実
・
竹
内
好
・
中
野
好
夫
・
西
郷
信
綱
等

中
野
重
治
著
「
鴫
外
そ
の
側
面
」
八
13
日
＞

9
▲
学
生
康
相
憲
君
の
死
に
つ
い
て

近
代
日
本
文
化
の
特
質
・
近
代
芸
術
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

近
代
芸
術
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
・
近
代
日
本
文
化
の
特
質

10
画
日
本
文
学
の
中
心
課
題
は
何
か

（
出
）
安
部
公
房
・
西
郷
信
綱
•
新
島
繁
・
梅
崎
春
生

大
正
・
昭
和
文
学
の
展
望

11
▲
ひ
と
つ
の
問
題
・
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
文
学

編
集
後
記

唐
詩
の
魅
カ
・
「
新
唐
詩
選
」
は
な
ぜ
売
れ
る
か
八
15
日
＞

12
画
「
真
空
地
帯
」
を
め
ぐ
っ
て
（
出
）
野
間
宏
・
荒
正
人

竹
内
好
・
安
部
公
房
•
佐
々
木
基
一
等

こ
凹
出
書
房

一
文
学

-
「
現
代
文
学
総

畜
1
」
学
燈
社

i

同こ益
子

1

2

 

k
k
 

ー

韮

代

文

学

EI

i

文
学

一
本

1

2

：
日
読
書
新
聞
k
k
ー

i

京
華

EI

~
「
日
本
歴
史
講
座

-
5
」
河
出
書
房Ki氏

i

人
民
文
学

一
声
噂
靡
暉

-
「
近
代
日
本
文
学

一
講
座
」
月
報
•
河
G

一
出
書
房

文
学

i

図
書
新
聞

一
文
学
評
論
・

」
理
論
社

EIIK1 
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く
れ
の

廿
八
日

1
政
治
・
社
会
小
説
の
流
れ

2

内
田
魯
庵
．

歌
舞
伎
に
つ
い
て

3

．
ふ
た
た
び
桑
原
氏
に
答
え
る

昭
和

29年
(
-
九
五
四
）

12 

近
代
日
本
文
学
へ
の
眼
・
国
民
文
学
論
ノ
ー
ト
八
8
日
＞

一
九
五
二
年
・
国
民
と
文
学

昭
和

28
年
(
-
九
五
一
―
―
)

ー
▲
「
真
空
地
帯
」
〔
新
演
公
演
劇
評
〕
八
19
日
＞

2

近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
外
国
文
学
の
影
響
八
28
日
＞

〔
「
近
代
日
本
文
学
講
座
2
」
（
河
出
書
房
）
へ
の
書
評
〕

4
画
国
民
文
学
を
ど
う
見
る
か

（
出
）
荒
正
人
・
石
母
田
正
・
竹
内
好
•
本
多
秋
五
等

5

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
・
近
松
の
遺
産

〔
「
日
本
文
学
の
伝
統
と
創
造
・
日
本
文
学
協
会
一
九
五

二
年
度
大
会
報
告
」
（
岩
波
）
初
出
。
猪
野
・
議
長
。

報
告
者
は
森
山
重
雄
・
爪
生
忠
夫
等
〕

6

私
小
説
と
民
主
主
義
文
学

7

田
宮
虎
彦
の
文
学
「
鷺
」
書
評
八
20
日
＞

田
宮
虎
彦
「
鷺
」

9
後
期
小
説
・
漱
石
・
鵡
外
と
明
治
四
十
年
代
を
中
心
に

近
代
小
説
の
展
開
・
漱
石
・
鴎
外
・
ス
バ
ル
派
・
白
樺
派

10
文
学
の
解
放
の
た
め
に
疇
疇
暉
疇
夏
は
尋
↑

編
集
後
記

「
全
集
合
戦
」
に
つ
い
て

12
桑
原
武
夫
著
「
文
化
へ
の
発
言
」

▲
鵬
外
の
読
ま
れ
方
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
・

中
野
重
治
氏
に
こ
た
え
る

五
読
書
新
聞

Kl凡
ぁ

と

が

含
「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」

i

文
学

日
本
の
近
代
化
と
文
学

一

日

本

の

近

代

化

と

文

学

・

近

代

日

本

文

学

史

へ

の

試

み

ーーE

3

竹
内
好
「
国
民
文
学
論
」
八
6
日
＞

i

社
会
タ
イ
ム
ス

足
柄
定
之
著
「
鉄
路
の
ひ
び
き
」
八
22
日
＞

一
図
書
新
聞

5

編
集
後
記

-
「
国
民
文
学
論
」
「
雪
女
」
〔
苔
会
公
演
劇
評
〕

こ
序
文
社

「
明
治
ば
や
り
」
と
い
う
こ
と
八
17
日
＞

一
岩
波
書
店
〔
「
近
代
日
本
文
学
辞
典
」
に
次
項
執
筆
〕

黒
島
伝
治
・
小
林
多
喜
ニ
・
徳
永
直
・
葉
山
嘉
樹

-

6

「
組
織
」
に
つ
い
て
の
感
想

7

幸
田
露
伴
と
今
日
の
文
学
八
17
朝
＞

解
説
〔
瀬
沼
茂
樹
著
「
近
代
日
本
文
学
の
な
り
た
ち
」
〕

i

人
民
文
学

Kl凡

五
読
書
新
聞

Kl

-

1

9

解
説
〔
岩
波
文
庫
「
社
会
百
面
相
」
下
〕

ーE

「
社
会
百
面
相
」
に
つ
い
て

i

「
日
本
文
学
研
究
入
門
」

~
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

1
0

〔
「
日
本
文
学
史
辞
典
」
に
次
項
執
筆
、
編
集
委
員
を
務
む
〕

夏
目
漱
石
•
徳
田
秋
声
・
新
現
実
主
義
・
国
民
文
学
論

Ki凡

―
図
書

11
共
同
討
議
国
民
文
学
と
国
民
教
育

二

又

学

（

出

）

永

積

安

明

・

西

尾

実

・

益

田

勝

実

等

ー

一
ー
日
本
文
学
鑑
賞
の
た
め
に
•
藤
村
と
漱
石
を
中
心
に

E
 

i

文
学

Kl氏
漱

石

の

「

そ

れ

か

ら

」

-
「
鴎
外
全
集
」
「
そ
れ
か
ら
」
の
思
想
と
方
法

i

月
報
31
・
岩
波
〔
初
出
文
中
「
わ
が
母
の
歌
」
の
章
を
削
除
し
て
G
M
に

収
録
。
〕
正
「
明
治
文
学
全
集
55
」
（
筑
摩
）

K
i
L 

-

1

2

画
国
民
文
学
に
つ
い
て
（
出
）
竹
内
好
・
荒
正
人
・
平
野

一
謙
•
本
多
秋
五
•
佐
々
木
基
一
・
小
田
切
秀
雄
等

一

創

ー

荒

正

人

編

「

討

論

・

日

本

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

運

動

一
博
本
多
秋
五

史
」
（
三
一
書
房
昭
30)

Ki氏
1

2

 

k
k
 

未
来
社
刊

i

「
岩
波
講
座
文

一
学
4
」
岩
波

G
 

云
凶
書
新
聞

G

一
眈
読
書
新
聞

i

文
学

ーーE
 

五
読
書
新
聞

ニ
東
京
堂

i

日
本
文
学

二
朝
日
新
聞

G

責
出
文
庫

孟
右
波
書
店

M
 

i

日
本
評
論
新
社

二
目
本
文
学

i

「
岩
波
講
座
文
学
の

｀
造
と
鑑
賞
1
」

G
 
M
 

i

近
代
文
学

1

2

 

k
k
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12
あ
と
が
き

「
島
崎
藤
村
」
要
書
房
刊

青
木
茂
作
「
三
太
物
語
」

筒
井
敬
介
脚
色

編
集
後
記

「
生
活
綴
方
」
断
想

昭
和

30年
（
一
九
五
五
）

1

芥
川
龍
之
介
・
ニ
つ
の
作
家
論
を
め
ぐ
っ
て

芥
川
龍
之
介
と
現
代
・
ニ
冊
の
本
を
め
ぐ
っ
て

「
現
代
文
学
論
大
系
」
（
河
出
刊
）
八
7
朝
＞

画
「
文
学
雑
誌
」
を
め
ぐ
っ
て

（
出
）
青
野
季
吉
．
勝
本
清
一
郎
・
伊
藤
整
•
山
田
清
―
―
­

郎

等

3

画
日
本
文
学
研
究
の
あ
ゆ
み

（
出
）
永
積
安
明
・
西
郷
信
網
・
高
木
市
之
助
等

生
田
長
江
八
12
日
＞

生
田
長
江
の
生
涯
と
思
想

一
五
初
出
文
を
神
戸
大
学
「
国
文
論
叢
」
（
昭
3
1
.
1
1
)

に
改
訂
収
録
。
題
名
「
生
田
長
江
•
そ
の
生
涯
と
思
想

と
の
素
描
」

家
永
三
郎
「
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
」
•
田
岡
嶺
雲

の
人
と
思
想
八
21
日
＞

5
 ▲

感
想
（
木
下
順
二
）

生
活
と
文
学

〔
共
同
研
究
。
参
加
者
は
、
伊
藤
整
・
桑
原
武
夫
・
国

分
一
太
郎
・
西
郷
信
網
・
竹
内
好
・
中
野
好
夫
・
野
間
宏
〕

「
く
れ
の
廿
八
日
」
内
田
不
知
庵

「
国
民
の
文
学
・
近
代
編
」
〔
永
積
安
明
と
共
編
〕

解
説
〔
岩
波
文
庫
「
一
兵
卒
の
銃
殺
」
〕

「
一
兵
卒
の
銃
殺
」
に
つ
い
て

M 

玉学
一
文
学

i

図
書

i

東
京
新
聞

―
文
学

二
文
学

國
書
新
聞
G
M
 

i

旺
読
書
新
聞

EIG
 

i

「
ぷ
ど
う
の
会
公

i

演
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

-
「
岩
波
講
座
文
学
の

i

創
造
と
鑑
賞
5
」

-
「
国
民
の
文
学
・
近
代

一
編
」
御
茶
の
水
書
房

二
塁
の
水
書
房
刊

盃
右
波
書
店

EI Ell T1 

6

日
本
文
学
研
究
の
問
題
点
．
叶
臼
5
遷
酪
炉

編
集
後
記

「
『
土
』
の
ふ
る
さ
と
」
保
存
・
鰭
繹
疇
い
疇
叶
〈
14
朝
R
〉

8

「
平
常
型
」
の
療
養
態
度

11

播
州
平
野
“
を
た
ず
ね
て

そ
の
一
面
に
つ

戦
後
十
年
の
近
代
日
本
文
学
論
．
い
て
の
覚
え
書

そ
の
一
面
に
つ

「
戦
後
」
の
近
代
日
本
文
学
論
．
い
て
の
覚
え
書

伊
藤
整
著
「
日
本
文
壇
史
」

3
八
29
日
＞

伊
藤
整
「
日
本
文
壇
史
」

3
.
6

「
台
風
十
三

9

杉
浦
明
平
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
．
号
如
末
記
」

10
生
活
記
録
と
文
学

「
源
氏
物
語
山
日
本
国
民
文
学
全
集
3
」
河
出
刊
〈
14
朝
〉

徳
田
秋
声
論

ざ
れ
う
た
一
編
を
め
ぐ
っ
て

11
日
本
文
学
研
究
の
課
題

中
野
重
治
著
「
む
ら
ぎ
も
」
八
3
朝
＞

編
集
後
記

討
論
国
民
文
学
の
問
題
・
「
玄
海
灘
」
を
め
ぐ
っ
て

〔
「
国
民
文
学
の
課
題
・
日
本
文
学
協
会
一
九
五
四
年
度
大

会
報
告
」
（
岩
波
）
所
載
。
猪
野
・
議
長
。
報
告
は
平
林

-
「
国
民
文
学
の
問
題
・
『
玄
海
灘
』
を
め
ぐ
っ
て
」
〕

昭
和

31年
(
-
九
五
六
）

1

夏
目
漱
石
八
1
日
＞

解
説
〔
岩
波
文
庫
「
新
生
」
〕

「
新
生
」

2

吉
田
精
一
「
自
然
主
義
の
研
究
」
上
巻
八
2
7
日
＞

3

「
新
生
」
に
つ
い
て

一
日
本
文
学

一
文
学

工
毎
日
新
聞

二
保
健
同
人

五
本
文
学

一
文
学

G
 

i

立
読
書
新
聞
ーE
 

i

図
書

G

一
群
像

G

一
東
京
新
聞

i

「
現
代
作
家
論
叢

三戸
2
」
英
宝
社

一
新
日
本
文
学
G

□

日
本
文
学

こ
知
日
新
聞

一
文
学

砂
波
書
店

―
新
読
書

云
右
波
書
店

2
 
T
 

五
読
書
新
聞

EI

ご
目
本
文
学
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4

山
極
圭
司

6

は
し
が
き

「
近
代
文
学
の
指
標
」
御
茶
の
水
書
房
刊

画
歴
史
と
文
学
・
「
秩
父
困
民
党
」
「
風
浪
」
を
中
心
に

（
出
）
西
野
辰
吉
・
遠
山
茂
樹
・
木
下
順
ニ
・
石
田
雄
等

藤
村
作
「
あ
る
国
文
学
者
の
生
涯
・
八
恩
記
」
に
つ
い
て

八
2
5
日
＞

7

長
塚
節
四
十
周
年
記
念
祭
の
た
め
に
．
菅
忠
道
著
「
日
本
の
児

日
本
の
児
童
文
学
と
近
代
文
学
童
文
学
」
を
め
ぐ
っ
て

寺
田
透
「
同
時
代
の
文
学
者
」
八
1
1
タ
＞

8

「
安
井
夫
人
」
八
5
日
＞

平
野
謙
・
小
田
切
「
現
代
日
本
文
学
論
争
史
」
凶
〈
2
5
日
〉

秀

雄

・

山

本

健

吉

(

9

古
典
と
現
代
文
学
⇔

古
典
と
現
代
文
学

第
一
、
二
次
「
新
思
潮
」
に
つ
い
て

▲
「
春
」
「
生
い
立
ち
の
記
」
「
桜
の
実
の
熟
す
る
時
」

解
説
〔
新
潮
文
庫
・
田
宮
虎
彦
「
霧
の
中
」
〕

「
霧
の
中
」
な
ど
・
自
己
抑
制
の
文
学

一
国
季
刊
「
歴
史
文
学
4
」
（
汐
文
社
昭
5
0
.
1
0
)

10
徳
田
秋
声
へ
の
照
明
八
1
日
と
8
日
＞

解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
ー
」
〕

〔
「
講
座
日
本
近
代
文
学
史
1
」
に
次
項
執
筆
〕

「第
1
章
近
代
文
学
成
立
へ
の
過
渡
期
」
〔
の
中
の
〕

3
維
新
後
の
生
活
的
・
精
神
的
状
況

4
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成

5
西
欧
文
学
の
紹
介
、
移
入
・
翻
訳
文
学
の
盛
行

「
第
5
章
浪
漫
主
義
の
成
立
」
〔
の
中
の
〕

4
日
本
近
代
文
学
の
目
的
と
存
在
理
由

5

「
文
学
界
」
の
運
動
と
諸
個
性
•
そ
の
影
聾

解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
2
」〕

「
木
下
尚
江
」
八
21
日
＞

己
図
書
新
聞

；
文
学

一
旺
読
書
新
聞

EI

ご
目
本
文
学

~
日
本
児
童
文
学
G

二
束
京
新
聞

G

二
姉
人
民
主
新
聞

―
図
書
新
聞

二
＇
体
系
文
学
講
座

-
7
」
青
木
書
店
G
 

二
文
学

M

i

「
島
崎
藤
村
全
集
」

t

~
月
報
6
•

筑
摩

ー

一
新
潮
社

ーE
 

五
読
書
新
聞

G

王

文

社

丁
大
月
書
店

：
光
文
社

S2 EI 

「
木
下
順
二
評
論
集
」
に
つ
い
て
八
12
日
＞

解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
3
」〕

野
上
弥
生
子
著
「
迷
路
」
八
2
5
朝
＞

12
解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
4
」〕

解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
5
」〕

昭
和
32
年
(
-
九
五
七
）

1

解
説
〔
「
田
宮
虎
彦
作
品
集
6
」〕

田
宮
虎
彦
と
は
じ
め
て
逢
っ
た
頃
の
こ
と

田
宮
虎
彦
と
の
出
逢
い

2

野
上
弥
生
子
「
迷
路
」

編
集
後
記

3

丸
山
静
「
現
代
文
学
研
究
」
八
27
タ
＞

川
副
国
基
「
日
本
自
然
主
義
の
文
学
」
八
30
日
＞

4

片
岡
良
一
氏
を
悼
む
八
1
日
＞

文
学
の
ひ
ろ
ば

6

日
本
文
学
研
究
の
現
状
•
国
文
学
の
世
界

8

井
上
孝
「
筑
紫
瓢
風
記
」
八
14
タ
＞

高
見
順
「
対
談
現
代
文
壇
史
」
八
2
6
日
＞

大
森
の
お
も
い
で
ば
な
し

回
想
の
中
の
大
森
界
隈

10
一
圃
＿
第
十
二
回
大
会
を
め
ぐ
っ
て

（
出
）
荒
木
繁
・
伊
藤
博
之
・
岡
部
政
裕
・
阪
下
圭
八
等

内
田
魯
庵
論

11
稲
垣
達
郎
「
近
代
日
本
文
学
の
風
貌
」

霜
田
正
次
著
「
沖
縄
島
」
八
3
朝
＞

画
近
代
日
本
文
学
史
1

幕
末
か
ら
明
治
へ

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
大
久
保
利
謙

1 1 

五
読
書
新
聞

G

i

光
文
社

二
朝
日
新
聞

五
文
社

一
光
文
社

一
光
文
社

i

「
田
宮
虎
彦
作
品
集

-
6
」
月
報
・
光
文
社G
 

―
日
本
文
学

Ell

一
文
学

一
東
京
新
聞

EI

i

図
書
新
聞

El

一
旺
読
書
新
聞

EI

一
文
学

-
「
体
系
文
学
講
座

G

4
」
青
木
書
店

一
東
京
新
聞

Ell

一
旺
読
書
新
聞

Ell

-
「
南
風
26
」
日

一
文
協
京
浜
支
部
ーーE
 

―
日
本
文
学

i

「
現
代
日
本
文
学

一
全
集
5
3
」
筑
摩

一
日
本
文
学

EI

一
毎
日
新
聞

一
文
学

Z1 
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昭
和

33
年
(
-
九
五
八
）

2

画
近
代
日
本
文
学
史
2

近
代
文
学
の
成
立

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
中
村
光
夫

自
然
主
義
文
学
の
展
開

3

追
悼
新
島
繁
氏

4
▲
長
谷
川
泉
著
「
近
代
日
本
文
学
評
論
史
」
八
28
日
＞

5
▲
長
谷
川
泉
著
「
近
代
日
本
文
学
評
論
史
」
八
10
日
＞

〔
長
谷
川
泉
へ
の
書
評
は
共
同
配
稿
か
と
思
わ
れ
る
。
〕

6

固
文
学
史
の
問
題
（
出
）
永
積
安
明
・
西
郷
信
綱
等

自
然
主
義
の
文
学
II・

白
鳥
と
泡
鳴
を
中
心
に

初
期
の
正
宗
白
鳥
〔
初
出
稿
全
三
章
の
う
ち
二
章
を
再
録
〕

白
鳥
と
泡
鳴

「
岩
波
小
辞
典
日
本
文
学
・
近
代
」
刊
〔
執
筆
協
力
〕

小
田
切
秀
雄
「
現
代
に
お
け
る
自
我
」
八
18
タ
＞

7

「
日
本
文
学
史
」
に
つ
い
て

画
近
代
日
本
文
学
史

3

露
伴
を
中
心
に

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
伊
藤
整

田
宮
虎
彦
論

9

日
本
文
学
協
会
第
十
三
回
総
会
一
般
報
告
（
要
約
）

藤
村
と
花
袋
〔
初
出
は
「
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
6
」
角
川
〕

10
画
近
代
日
本
文
学
史

4

鴎
外
を
中
心
に

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
加
藤
周
一

11
画
お
茶
と
セ
ソ
チ
メ
ソ
タ
リ
ズ
ム
・
塁
誌
賢
翌

（
出
）
松
田
道
雄
•
吉
田
光
邦

青
野
季
吉
著
「
文
学
五
十
年
」
八
3
朝
＞

あ
と
が
き

「
日
本
文
学
の
近
代
と
現
代
」
未
来
社
刊

12
解
釈
学
者
の
責
任
に
つ
い
て

王学
｀
国
文
学

五
本
文
学

こ
発
表
紙
不
明

二
信
濃
毎
日
新
聞

；
日
本
文
学

~
「
岩
波
講
座
日

玉
文
学
史
11
」
G
 
M
 

ー

i

東
京
新
聞

EI

ぶ
図
書

工
又
学

ZlG
 

-
「
現
代
日
本
文
学

一
全
集
83
」
筑
摩

;I本
文
学G
T
Z
M
 

こ
文
学

Zl

こ
次
交
・
淡
交
新
社

工
毎
日
新
聞

：
日
本
文
学

G
 

Z1 

新
島
さ
ん
と
生
田
長
江

新
島
繁
と
生
田
長
江
・
迫
悼
の
言
葉
に
か
え
て

中
村
光
夫
「
二
葉
亭
四
迷
伝
」
八
2
9
朝
＞

昭
和
34
年
(
-
九
五
九
）

ー
自
然
主
義
作
家
の
動
向

大
正
期
に
お
け
る
自
然
主
義
作
家

面
＿
近
代
日
本
文
学
史

5

透
谷
を
中
心
に

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
小
田
切
秀
雄

3

お
唱
歌
を
愛
唱
す
る
大
先
輩
八
1
日
＞

片
岡
先
生
に
お
け
る
西
鶴

片
岡
良
一
に
お
け
る
西
鶴

5

国
日
本
文
学
に
お
け
る
散
文
の
問
題

（
出
）
野
間
宏
・
永
積
安
明
・
針
生
一
郎
等

画
近
代
日
本
文
学
史
6

「
文
学
界
」
か
ら
「
明
星
」
へ

〔
猪
野
欠
席
〕
（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
和
田
芳
恵

総
会
に
お
け
る
討
論

6

一
九
五
八
年
の
国
文
学
界
．
の
資
料
と
し
て

竹
内
好
著
「
国
民
文
学
論
」
八
6
日
＞

文
学
の
ひ
ろ
ば

7

〔
「
近
代
日
本
思
想
史
講
座
1
」
に
発
表
さ
れ
た
左
記
二

編
は
、
「
文
学
史
的
概
観
」
の
総
題
の
も
と
に
M
に
改
題
収

録
さ
れ
た
〕

「第
1
編
5
章
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主
義
へ
」

「
第
2
編
2
章
明
治
末
年
の
思
想
的
状
況
」

文
学
史
的
概
観

近
代
思
想
の
内
面
化
に
沿
っ
て
・
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主
義
へ

明
治
の
精
神
と
そ
の
終
焉
•
田
岡
嶺
雲
と
森
閾
外
と
を
中
心
に

8

日
本
文
学
協
会
第
十
四
回
総
会
一
般
報
告
（
要
約
）

―
神
戸
大
学
「
近
代
」

~
新
島
繁
氏
追
悼
号
ーE
 

賣
京
新
聞

EI

二
解
釈
と
鑑
賞
21 
k
 

こ
又
学

Zl

9

ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ

~
法
政
大
学
「
日

：
本
文
学
誌
要
」
ーE
 

二
目
本
文
学

二
文
学

ご
目
本
文
学

ニ
図
書
新
聞

i

文
学

i

筑
摩
書
房

こ
目
本
文
学

M K2 Z1 
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8

画
近
代
日
本
文
学
史

7

明

治

の

社

会

文

学

こ

益

子

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
瀕
沼
茂
樹
一

i

「
岩
波
講
座
日

M

：
本
文
学
史
15
」

漱
石
•
そ
の
序
章

11
高
見
順
著
「
昭
和
文
学
盛
衰
史
」
（
一
、
二
）
八
3
朝
＞
一
毎
日
新
聞

｀
町
畔
誌
間

芸
術
に
お
け
る
近
代
化
と
伝
統

12
面
近
代
日
本
文
学
史

8

国
木
田
独
歩
と
島
崎
藤
村
二
又
学

Zl

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
平
野
謙

i

昭

和

35
年
(
-
九
六

0
)

:
 

、̀＇l
'
-

1

画
近
代
日
本
文
学
史

9

国
木
田
独
歩
と
島
崎
藤
村
結
一
文
学

Zl

＇ 

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
•
平
野
謙

i一
神
戸
労
演
。
ハ

II

▲

木

下

順

二

「

東

の

国

に

て

」

一

ン

フ

レ

ッ

ト

E

3

「
さ
い
こ
ろ
の
空
」
に
つ
い
て

i

新
日
本
文
学
ーーE
 

野
間
宏
「
さ
い
こ
ろ
の
空
」

「
野
間
宏
全
集
・
別
巻
・
野
間
宏
研
究
」
（
筑
摩
昭
5
1
)
i

el-
＿隅

「
日
本
文
学
史
」
〔
西
尾
実
・
秋
山
虔
と
共
編
著
。
初
版
中
二
秀
英
出
版

近
代
の
項
を
執
筆
。
そ
の
後
の
版
は
猪
野
文
で
な
い
〕

i

4

画
近
代
日
本
文
学
史

10

田
山
花
袋
と
徳
田
秋
声

i

文
学

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
•
吉
田
精
一
―

二
果
京
新
聞

岩
野
泡
鳴
八
27
タ
＞

6

自
然
主
義
作
家
と
し
て
の
真
山
青
果

i

文
学

銅
一
「
明
治
文
学
全
集
70
」
（
筑
摩
）
及
び
「
真
山
青
果
全
一

町集
別
巻
ー
」
（
講
談
社
昭
5
3
)
‘

―
i

文
学

画
近
代
日
本
文
学
史

11
夏
目
漱
石

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
荒
正
人

7
画
近
代
日
本
文
学
史

12
明

治

の

大

衆

大

学

一

文

学

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
木
村
毅
―

、
．
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
一
文
学

改
訂
草
案
を
中
心
に

8
画
古
典
教
育
に
つ
し
て

Z1 Z1 M Z1 Z1 

（
出
）
益
田
勝
実
・
秋
山
虔
・
大
野
晋
等
一

9

日
本
文
学
の
高
音
部
と
低
音
部
〔
講
演
〕
一
理
想
・
理
想
社
El

-
I
J
 

；
ー
読
書
人

こ追

伊
藤
整
者
「
日
本
文
壇
史
」

6
八
19
日
＞

ーE
 

伊
藤
整
「
日
本
文
壇
史
」

3
.
6

10
画
文
学
と
教
育
（
出
）
桑
原
武
夫
・
竹
内
好
・
加
藤
周
一
等
「
文
学

11
文

学

と

教

育

の

問

題

を

め

ぐ

っ

て

〔

講

演

〕

―

日

本

文

学

ーーE
 

文

学

と

教

育

と

の

問

題

私

見

一

神
戸
大
学
総
合

＿
雑
誌
「
展
望
」

1
2
画
石
川
啄
木
論
（
出
）
沢
野
晰
子
•
松
下
寿
子
・
下
橋
邦
彦

i

M
 

啄
木
入
門
・
自
然
主
義
文
学
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

漱
石
忌
に
思
う
八
9
夕

＞

こ

神

戸

新

聞

EI

昭

和

36
年
(
-
九
六
一
）

2

解
説
〔
「
新
編
石
川
啄
木
選
集
4
・
啄
木
評
論
集
」
〕
ご
春
秋
社

M
 

啄
木
の
評
論

-
「
石
川
啄
木
必
携
」
（
学
燈
社
昭
42)
「
啄
木
全
集
8
」
-

銅＿博（
筑
摩
昭
43)
「
文
芸
読
本
・
石
川
啄
木
」
（
河
出
昭
5
1
)
i

ー

3

堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」

i

解
釈
と
鑑
賞
EI

神
戸
大
学
総
合

ー
雑
誌
「
展
望
」

春
画
学
生
生
活
と
文
学
（
出
）
中
島
一
憲
・
浅
田
修
一
等

4

「

日

本

文

学

史

」

へ

の

妄

評

に

答

え

る

―

日

本

文

学

国

思

想

と

文

体

そ

の

三

―

日

本

文

学

（
出
）
針
生
一
郎
・
祖
父
江
昭
ニ
・
平
岡
敏
夫
等
一

5

啄
木
断
片
•
そ
の
五
十
回
忌
を
迎
え
て
一
図
書

6

画
日
本
文
学
を
め
ぐ
る
思
想
状
況

□

日
本
文
学

（
出
）
広
末
保
・
伊
豆
利
彦
・
尾
崎
秀
樹
・
杉
山
康
彦
等
一
ー

野
間
宏
「
千
潮
の
な
か
で
」
八
4
夕

＞

一

毎

日

新

聞

司
会
者
の
あ
と
が
き

「
座
談
会
明
治
文
学
史
」
〔
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
と
共
編
i

岩
波
書
店

著
、
「
毎
日
出
版
文
化
賞
」
受
賞
〕

i

Z1 Ell M 
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-
「
新
編
石
川
啄
木
選

一
集
●
啄
木
入
門
」

；
合
秋
社

6

農
村
の
暮
ら
し
、
都
会
の
哀
し
み
・
啄
木
の
小
説

M
 

啄
木
の
小
説

7

幸
徳
秋
水
・
田
岡
嶺
雲
〔
「
人
と
作
品
・
現
代
文
学
講
座
一
明
治
書
院

3
」
の
執
筆
項
目
〕

ー

「
木
下
民
話
劇
」
の
方
向
八
29
日

V

―
図
書
新
聞

EI

著
作
家
の
手
紙
八
29
日
＞
〔
「
著
作
家
の
手
紙
」
欄
所
載
〕
一
図
書
新
聞

ー

；
木
京
新
聞

EI

8

寺
田
透
「
理
智
と
情
念
」
八
16
タ
＞

一
文
学

zz

9

＿
圏
近
代
日
本
文
学
史

13
明
治
か
ら
大
正
へ

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
上
原
専
禄
―
-
「
近
代
文
学
研
究

島

崎

藤

村

一

必

携

」

学

燈

社

TZ 

藤
村
研
究
略
史

i

毎
日
新
聞

11
岡
本
太
郎
著
「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
」
八
3
朝
＞

2
 

画
近
代
日
本
文
学
史

14
志

賀

直

哉

一

文

学

z

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
谷
川
徹
三
•
本
多
秋
五
｝

大
正
文
学
の
問
題
点
に
触
れ
つ
つ
、
戦
｝
文
学

12
佐
藤
春
夫
の
一
側
面
．
争
下
文
学
の
文
学
史
的
甚
盤
に
及
ぷ
―

佐
藤
春
夫
の
一
側
面
・
そ
の
「
国
士
」
か
ら
「
隠
者
」
へ
の
道

-

M

大
衆
文
化
と
芸
術
八
15
日

＞

二

神

戸

大

学

新

聞

ー

▲
昭
和
初
年
代
の
こ
と
・
近
藤
忠
義
氏
の
思
い
出
〔
法
政
大

-

E

I

学
「
日
本
文
学
誌
要
」
近
藤
忠
義
教
授
還
暦
記
念
号
〕
一

〔
こ
の
年
「
国
民
百
科
事
典
」
（
平
凡
社
昭
36ー

37)
に
執
筆
―

協
力
〕

一
文
学

-
l
j
 

一
町
読
書
人

｀
一
華
社

昭

和

37
年
(
-
九
六
二
）

1

画
近
代
日
本
文
学
史
15

有
島
武
郎

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
吹
田
順
助
•
本
多
秋
五

飛
鳥
井
雅
道
「
日
本
の
近
代
文
学
」
八
22
日
＞

2

解
説
〔
「
秋
声
全
集
5
」
〕

秋
声
「
あ
ら
く
れ
」
と
「
奔
流
」

M EI Z2 

-
「
日
本
現
代
文
学

3

国

木

田

独

歩

入

門

:

全

集

18
」
講
談
社M
 

-
「
現
代
日
本
文
学
講

独
歩
評
伝

i
座
•
小
説
4

」
月
報

一
三
省
堂

明
治
文
学
と
大
正
文
学
私
観

M
 

断
想
・
明
治
文
学
と
大
正
文
学

玉

京

新

聞

EI

5

瀬
沼
茂
樹
「
夏
目
漱
石
」
八
2
夕
＞

2
 

固
近
代
日
本
文
学
史
16

武

者

小

路

実

篤

ほ

か

一

文

学

z

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
亀
井
勝
一
郎
•
本
多
秋
五

i一
神
戸
新
聞

EI

6

天
野
茂
「
松
岡
荒
村
」
八
2
朝
＞

記
念
の
古
雑
誌
〔
「
日
本
文
学
全
集
6
5
•田
宮
虎
彦
集
」
月
報
〕
一
新
潮
社

ー

読
者
の
歴
史
・
記
念
の
古
雑
誌
を
め
ぐ
っ
て

i

E

I

7

画
近
代
日
本
文
学
史
17

永

井

荷

風

に

つ

い

て

一

文

学

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
桑
原
武
夫
・
成
瀬
正
勝

i

神
戸
大
学
総
合

夏
画
「
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
」

i

雑
誌
「
展
望
」

（
出
）
白
政
三
左
子
・
水
上
勲
・
赤
枝
茂
•
河
田
光
夫
一

ー

8

「
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
」
〔
民
芸
公
演
劇
評
〕
一
テ
ア
ト
ロ

EI

i

新
日
本
文
学
通
信ー

9

小
島
輝
正
・
わ
が
友
八
1
日
＞

ーE
 

小
島
輝
正

一
古
典
と
現
代
・
古
II

▲

盛

夏

抄

・

旅

の

な

か

の

戦

中

と

戦

後

一

典

と

現

代

の

会

E

画
近
代
日
本
文
学
史
18

谷

崎

潤

一

郎

に

つ

い

て

二

入

学

乙

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
伊
藤
整
・
寺
田
透
~

ー

小
野
十
三
郎
「
詩
論
＋
続
詩
論
十
想
像
力
」
を
め
ぐ
っ
て
戸
母
日
新
聞

EI

八
1
6
タ

R
V
-

ー

i

毎
日
新
聞

EI

―

文

学

乙

i

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

M

11
花
田
清
輝
「
鳥
獣
戯
話
」
八
3
朝
＞

岡
近
代
日
本
文
学
史
19

「
奇
蹟
」
の
人
び
と

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
広
津
和
郎

漱
石
入
門
八
18
日
＞

四
「
日
本
の
思
想
家
2
」
（
朝
日
新
聞
社

10 

昭
郎
）
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‘,ノ

「
新
版
日
本
の
思
想
家
中
」
（
朝
日
新
聞
社
昭
50)

―

（
 

凹
型
か
ら
凸
型
へ
〔
「
木
下
順
二
作
品
集
6
」
月
報
5
〕

二

木

来

社

凹
型
か
ら
凸
型
ヘ
・
木
下
順
二
掌
論

i

こ
河
出
書
房

吉
田
松
陰
と
星
亨
と
を

独
歩
に
お
け
る
「
政
治
」
．
中
心
に
す
る
覚
え
書
一

独
歩
に
お
け
る
「
政
治
」
•
吉
田
松
陰
か
ら
星
亨
ヘ
一

〔
初
出
は
、
西
尾
実
他
編
「
日
本
文
学
古
典
新
論
・
近
一

藤
忠
義
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
」
に
所
載
さ
れ
た
〕

i

昭
和

38
年
(
-
九
六
三
）

そ
の
「
部
落
の
娘
」

i

部
落
・
部
落
問
題

1
作
家
岩
野
泡
鳴
と
部
落
の
問
題
．
を
め
ぐ
っ
て
〕
研
究
所
檄
関
誌
M
 

「
部
落
の
娘
」
と
部
落
の
問
題

2

＿
圏
近
代
日
本
文
学
史

20

菊

池

寛

と

芥

川

龍

之

介

一

文

学

乙

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
小
島
政
二
郎
•
平
野
謙
―

神
戸
大
学
・
国
文
学
生

ー

森
井
典
男
追
悼

l

研
究
雑
誌
「
抵
抗
」
]

ーE
 

森
井
典
男
君
追
悼

創
一
森
井
典
男
遺
稿
集
「
ゼ
ロ
の
日
に
」
（
昭
3
8
.
8
)
-

博

ー

3

「
夢
の
超
特
急
」
に
思
う
八
2
2朝
®
>
〗
朝
日
新
聞

E
I

4

画
近
代
日
本
文
学
史

21
大
正
期
の
詩
歌

i

文

学

乙

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
中
野
重
治
・
山
本
健
吉
・
安
東
次
男
一

6

瀬
沼
茂
樹
「
近
代
日
本
文
学
の
構
造
」
八
9
日
＞
二
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

JVEI

i

「
近
代
文
学
論
文

一
必
携
」
学
燈
社

明
治
文
学

M
 

明
治
文
学
研
究
史
略

画
近
代
日
本
文
学
史

22
大
正
期
の
浪
劇

i

文

学

乙

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
千
田
是
也
・
戸
板
康
ニ
・
木
下
順
ニ
-

読
書
の
す
す
め
〔
岩
波
文
庫
「
破
戒
」
に
初
出
〕

i

岩
波
書
店

「
破
戒
」
の
読
者
に

〔
初
出
掲
載
日
付
未
詳
。
仮
に

5
あ
と
が
き
に
従
っ
た
一

が
、
同
文
庫
編
集
部
に
よ
れ
ば
38
年
3
月
9
刷
初
出
か
〕
i

12 11 

T2 M EII 

〔
「
解
釈
と
鑑
賞
・
近
代
文
学
研
究
書
目
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
」
二
主
文
堂

に
次
の
四
項
執
筆
〕

山
田
清
三
郎
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
」
•
本
間
久
雄
「
明i

ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ

治
文
学
史
」
上
下
続
上
中
・
長
谷
川
泉
「
近
代
日
本
文
学
i

(

（

（

（

 

思
潮
史
」
・
風
巻
景
次
郎
「
日
本
文
学
史
の
周
辺
」
―

M
 

i

「
国
語
教
育
」

▲
「
高
瀬
舟
」
に
お
け
る
鵬
外
の
人
間
認
識
一
臨
時
増
刊
•
明

i

治
図
書

ー

都
市
美
に
つ
い
て
八

7
夕

R

>

工

毎

日

新

聞

EI

球
宴
八

9
朝

R

>

二

朝

日

新

聞

2
 
T
 

9

あ
と
が
き

「
島
崎
藤
村
」
有
信
堂
刊

「
年
月
の
あ
し
お
と
」
に
つ
い
て
八
4
夕

＞

二

束

京

新

聞

Mz
 

画
近
代
日
本
文
学
史

23

涵
訊
麟
麟
」
鍔

5

一
文
学

（
出
）
勝
本
清
一
郎
・
中
野
重
治
・
平
野
謙
・
稲
垣
達
郎
~

▲
鈴
木
敏
子
「
ら
い
学
級
の
記
録
」
互
麟
鰤
諄
瓢
ぃ
]
―
明
治
図
書

EllM
 

▲
「
罰
麟
探
検
記
」
な
ど
・
「
下
流
細
民
」
と
文
学
~

〔
共
同
通
信
社
配
稿
・
「
西
日
本
新
聞
」
そ
の
他
に
連
載
〕
i

11
広
津
和
郎
著
「
年
月
の
あ
し
お
と
」
八
2
朝

＞

一

毎

日

新

聞

i

文

学

乙

国
近
代
日
本
文
学
史

24”
麟
五
昇
鵡
↑

（

出

）

勝

本

清

一

郎

・

高

見

順

・

寺

田

透

―

木
下
順
二
「
沖
縄
」
．
尉
瓢
謬
阪
公
演
〗
盆
噂
慣
い

E
l
l

12

「
沖
縄
」
「
暗
い
火
花
」
解
説
鼎
談
（
出
）
這
豆
讐
．
一
工
彗
麟
琴
喧

昭
和

39年
(
-
九
六
四
）

ー
▲
「
座
談
会
大
正
文
学
史
」
を
終
っ
て
八
31
日

＞

二

訊

叡

亨

麟

EI

八

9
朝
R
>
五
印
日
新
聞

M

大
仏
次
郎
「
赤
穂
浪
士
」

を
め
ぐ
っ
て

2
大
正
文
化
と
現
代
・

画
近
代
日
本
文
学
史

25
大
正
期
の
思
想
と
文
学

i

文

学

乙

（
出
）
柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
・
瀬
沼
茂
樹
一

7
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2
▲

「

経

国

美

談

」

を

め

ぐ

っ

て

一

応

諜

霜

」

M

〔
教
科
書
に
掲
載
。

KiKz
「
経
国
美
談
」
の
一
部
抜
幸
〕
一

文
学
と
し
て
の
一
「
国
語
展
望
」

「
現
代
国
語
」
を
め
ぐ
っ
て
の
回
想
・
「
文
章
」
を
麗
学
図
書

ーー

「
現
代
国
語
」
を

「
文
学
的
内
容
」
と
は
何
か
．
め
ぐ
っ
て
の
感
想

-

E

i

日
本
文
学

3

固
批
評
と
研
究

（
出
）
小
島
輝
正
・
土
橋
寛
・
飛
鳥
井
雅
道
等

i

-
「
日
本
現
代
文
学
全
集

-
5
8
」
月
報
●
講
談
社

4

掌
論
大
正
時
代
の
広
津
和
郎
氏

M
 

広
津
和
郎
論
骨
子

i

解
釈
と
鑑
賞
ー

5

現
存
作
家
を
ど
う
扱
う
か

ーE
 

現

存

作

家

を

ど

う

扱

う

か

と

問

わ

れ

て

―

-
「
現
代
の
文
学
・
野
間

重

た

い

石

が

日

本

の

ま

ん

中

に

…

一

宏

集

」

月

報

●

講

談

社
ーーE
 

重
た
い
石
が
日
本
の
ま
ん
中
に
・
野
間
宏
の
横
顔
一

レ

II
J
E
 

一
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

北
杜
夫
「
楡
家
の
人
び
と
」
八
17
日
＞

6

唐
木
順
三
・
瀬
沼
茂
樹
•
平
野
謙
〔
「
人
と
作
品
現
代
文
一
明
治
書
院

学
講
座
10
」
の
執
筆
項
目
〕

i

「
荷
風
全
集
2
」

M

一
月
報
・
岩
波

荷
風
断
想

ー

7

夜
明
け
前
八
8
夕

＞

〔

民

芸

公

演

劇

評

〕

二

神

戸

新

聞

EI

-
「
民
芸
の
仲
間
76」

M

9
▲
「
冬
の
時
代
」
素
描

11
北
杜
夫
著
「
楡
家
の
人
び
と
」
八
2
朝

V

i

毎
日
新
聞

i

読
売
新
聞

EI

渋
川
饒
「
島
崎
藤
村
」
八
15
朝
＞

ご
目
本
文
学

12
大
石
修
乎
氏
の
「
感
情
論
」
に
つ
い
て

自

著

案

内

「

島

崎

藤

村

」

｀

“

“

『

鰐

誌

EIKZ 

あ
と
が
き

「
増
補
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
未
来
社
刊

i

昭
和

40
年

(

-

九

六

五

）

―

ー
チ
ェ
ホ
フ
の
全
作
品
を
愛
読
八
13
朝

V
[託
鑓
聾
悶
噂
]
―
神
戸
新
聞

2

「
紀
ノ
川
」
の
抵
抗
に
感
じ
る

11
抵
抗
“
八
2
8
朝
R
>
一
朝
日
新
聞

3

若
き
日
の
丸
山
真
男
•
そ
の
片
影
〔
「
現
代
国
語

3

学
習

i筑
摩
書
房

指
導
の
研
究
」
に
所
載
、
初
出
題
は
「
若
き
日
の
彼
の
一

片
影
」
。
教
材
、
丸
山
真
男
「
『
で
あ
る
』
こ
と
と
『
す
一

る
』
こ
と
」
に
附
さ
れ
た
。
〕

IJ 

4
小
田
切
秀
雄
「
日
本
近
代
文
学
の
思
想
と
状
況
」
〈
5
日
〉
一
甲
読
書
人

司
会
者
の
あ
と
が
き

柳
田
泉
．
勝
本
清
一
郎
―
―
岩
波
書
店

「
座
談
会
大
正
文
学
史
二
と
共
編
著

レ

II
J
E
 

二
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

5

林
房
雄
「
文
明
開
化
」
八
16
日
＞

i

「
日
本
近
代
文

M

一
学
」
第
2
集

「
生
」
を
支
え
る
も
の

丁
法
政
大
学
「
日
本

6

駒
尺
喜
美
著
「
芥
川
龍
之
介
論
」
に
つ
い
て

ー

こ
入
学
誌
要
12」
E
 

駒
尺
喜
美
「
芥
川
龍
之
介
論
」

対
談
明
治
の
文
学
・
人
間
・
社
会
〔
稲
垣
達
郎
と
〕

i

国
語
通
信
・
筑
摩

-
「
日
本
現
代
文
学

7

岩

野

泡

鳴

入

門

一

全

集

29
」
講
談
社M
 

泡
鳴
評
伝

ー

8
▲
木
下
順
二
「
日
本
が
日
本
で
あ
る
た
め
に
は
」
〈
22
日
ご
読
売
新
聞

El

9

思

い

出

二

図

書

信
時
潔
さ
ん
の
思
い
出

11
梅
崎
春
生
「
幻
化
」
八
3
朝

V

i

毎
日
新
聞

〔
「
現
代
日
本
文
学
大
事
典
」
に
次
項
執
筆
〕
盃
田
治
書
院

荒
正
人
・
家
沓
一
郎
・
石
母
田
正
・
唐
木
順
三
・
桑
原
武
i

夫
・
幸
徳
秋
水
・
島
崎
藤
村
・
瀬
沼
茂
樹
・
田
岡
嶺
雲
・
i

田
宮
虎
彦
・
野
間
宏
•
長
谷
川
泉
•
平
野
謙
一

12
十
二
月
の
こ
と
ば
八
1
夕

R

>

」

朝

日

新

聞

EIIEII Z2 EI Ell 

ー 123一



昭
和

42年
(
-
九
六
七
）

そ
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

の
感
想

1
三
好
行
雄
「
島
崎
藤
村
論
」
．

3
解
説
彼
岸
過
迄
・
行
人
・
心

戦
後
派
の
命
脈
未
だ
衰
え
ず
戸
麟
豆
直
疇
隻
玉
三

戦
後
派
の
命
脈

昭
和

41
年
(
-
九
六
六
）

2
文

学

史

研

究

の

動

向

（

近

代

）

一

日

本

文

学

i

「
明
治
文
学
全
集

M

-
2
8
」
月
報
・
筑
摩

緑
雨
の
「
悪
鷹
」

3

「
近
代
文
学
選
」
〔
西
尾
実
と
共
編
〕
秀
英
出
版
刊

i

4

「
女
性
に
関
す
る
十
二
章
」
「
伊
藤
整
氏
の
生
活
と
意
見
」
i

ー
レ

I
)
E
 

「
火
の
鳥
」
・
「
大
衆
社
会
時
代
」
に
そ
っ
て
八
10
日
＞
二
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

創
一
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
物
語
」
（
朝
日
新
聞
社
昭
4
2
)
-

町

5
画

「

現

代

国

語

」

の

志

向

す

る

も

の

二

国

語

通

信

・

筑

摩

（
出
）
西
尾
実
•
平
岡
敏
夫
・
益
田
勝
実
・
峯
村
文
人

i

6

も
し
も
私
が
学
生
な
ら
…
八
27
日

V

i

神
戸
大
学
新
聞

9

菊
池
璽
一
郎
「
馬
籠
•
藤
村
先
生
の
ふ
る
さ
と
」
一
解
釈
と
鑑
賞

ーE
 

菊
池
璽
二
郎
「
馬
籠
•
藤
村
の
ふ
る
さ
と
」
一

-
「
藤
村
全
集
12」

10

「
夜
明
け
前
」
に
つ
い
て
・
文
学
史
的
な
文
脈
の
中
で
一
月
報
。
筑
摩

M

釦
＿
同
普
及
版
月
報
。
ま
た
「
夜
明
け
前
」
と
改
題
、
一
部
一

一博
l
改
稿
し
て
「
島
崎
藤
村
必
携
」
（
学
燈
社
昭
42)
収
。
一

「

日

本

に

お

け

る

歴

史

一

一

東

大

出

版

会

11
文
学
史
・
近
代
写
の
発
達
と
現
状
2
」

M
 

序
に
か
え
て
•
明
治
作
家
の
原
点

i

M
 

あ
と
が
き

「
明
治
の
作
家
」
岩
波
書
店
刊

i

国
語
と
国
文
学

EI

-
「
夏
目
漱
石
全
集

-
4
」
朋
文
堂
新
社

一
未
来
社

Ell 

「
現
代
文
学
選
」
〔
西
尾
実
と
共
編
〕
秀
英
出
版
刊
一

ーE
 

-
「
漱
石
全
集
16」

―
月
報
・
岩
波

4

現
代
に
お
け
る
漱
石

5

司

会

者

の

悼

辞

・

故

勝

本

清

一

郎

氏

の

こ

と

二

図

書

ーE
 

勝
本
清
一
郎
氏
の
こ
と

娘
の
結
婚
八
6
夕

R

>

一

毎

日

新

聞

-
「
現
代
国
語

1
改

一
訂
版
学
習
指
導
の

こ
研
究
」
筑
摩

伊
藤
整
「
海
の
見
え
る
町
」
（
作
品
鑑
賞
・
作
者
研
究
）
―

ーーE
 

伊
藤
整
「
海
の
見
え
る
町
」
を
中
心
に
・
そ
の
詩
と
青
春
と
i

〔
右
記
初
出
文
の
中
「
作
品
鑑
賞
」
の
部
分
を
改
題
収
録
〕
一

ーーE
 

伊
藤
整
の
生
涯
と
文
学
素
描
~

〔
右
記
初
出
文
の
中
「
作
者
研
究
」
の
部
分
を
改
題
収
録
〕
i

田
宮
虎
彦
「
絵
本
」
（
作
品
鑑
賞
・
作
者
研
究
）

i

同
・
筑
摩

ニ
国
語
通
信
・
筑
摩

画
「
現
代
国
語
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

（
出
）
平
岡
敏
夫
・
分
銅
惇
作
・
益
田
勝
実

i

10
島
崎
藤
村
〔
「
近
代
日
本
の
文
豪
2
」〕

i

読
売
新
聞
社

▲
徳
田
秋
磐
の
輪
廓
〔
「
日
本
文
学
全
集
・
徳
田
秋
盤
集
」
〕
一
河
出
書
房

EI

11
若
い
人
に
す
す
め
た
い
本
八

6
夕

R

>

二

母

日

新

聞

〔

読

書

週

刊

ア

ン

ケ

ー

ト

ヘ

の

回

答

〕

―

ーE
 

i

「
石
川
啄
木
必

i

携
」
学
燈
社

12
啄
木
の
小
説

~
「
日
本
の
近
代
詩
」

~
読
売
新
聞
社

浪
漫
主
義
の
開
花
・
「
若
菜
集
」
に
つ
い
て

ーE
 

「
若
菜
集
」
を
中
心
に

昭
和

43
年

(

-

九

六

八

）

―

ニ
新
潮
社

1

〔
「
新
潮
日
本
文
学
小
辞
典
」
に
次
項
執
筆
〕

生
田
長
江
・
稲
垣
達
郎
．
勝
本
清
一
郎
・
杉
浦
明
平
•
田
一

宮
虎
彦

2
▲
私
の
明
治
八

9
日

V

i

河
北
新
報

〔
共
同
通
信
社
配
稿
。
「
愛
媛
新
聞
」
〈
6
日
〉
そ
の
他
〕
｝

EI 

ー 124一



昭

和

44年
(
-
九
六
九
）

1

文
学
の
本
質

は
し
が
き

「
文
学
概
論
」
〔
猪
野
編
〕
有
信
堂
刊

「
西
鶴
置
土
産
」
そ
の
他

12 2
 

Ell ー

二
朝
日
新
聞

E

「
明
治
百
年
」
と
文
学
八
16
タ
＞

-
「
日
本
文
学
の

昭

和

文

学

の

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

ニ

歴

史

12
」
角
川
ーーE
 

昭
和
文
学
史
の
一
章
・
「
文
芸
復
興
」
前
後

i

-
「
啄
木
全
集

8
」

I

啄
木
の
時
事
詩
的
短
歌
に
つ
い
て
こ
月
報

7
•
筑
摩
E

3

固
近
代
の
文
章
・
文
章
の
教
育

i

国
語
通
信
・
筑
摩

（

出

）

平

岡

敏

夫

・

益

田

勝

実

―

5

画
事
実
と
虚
構
•
新
し
い
文
学
教
育
の
可
能
性
二
国
語
通
信
・
筑
摩

（

出

）

相

馬

庸

郎

・

益

田

勝

実

―

神
戸
大
学
「
近
代
」
上
西
教
授
追
悼
-
―

6

上
西
教
授
を
悼
む
[
•
戸
田
政
旭
教
授
小
特
集

i；
文
学

7

画
「
文
学
理
論
の
研
究
」
を
め
ぐ
っ
て

（
出
）
尾
崎
秀
樹
・
益
田
勝
実
・
三
好
行
雄
・
平
岡
敏
夫
一

杉

山

康

彦

等

一
全
国
学
園
新
聞

-
．
旺
文
社

10
学
校
校
風
神
戸
大
学
・
学
生
は
温
和
で
着
実
八
1
日
＞

文

学

の

ひ

ろ

ば

一

文

学

ーーE
 

「

斬

ら

れ

の

仙

太

」

〔

民

芸

公

演

劇

評

〕

一

ー

扉

日

新

聞

EI

開
高
健
「
輝
け
る
闇
」
八
31
朝
＞

ー

11
広
津
和
郎
氏
の
輪
廓

i

世
界

EI

一
大
学
教
師
の
腹
立
ち
・
「
こ
と
し
い
ち
ば
ん
腹
が
立
っ
一
毎
日
新
聞

Ell

た
こ
と
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
八
26
タ

R
V
ii

「
文
学
概
論
」

二
有
信
堂

二
同
・
有
信
堂

一
未
来

2
 

4
私
の
出
会
い
・
戦
争
の
終
結
で
日
本
文
学
を
研
究
八
lO
タ
＞
一
産
業
経
済
新
聞

解
説
〔
岩
波
文
庫
「
夜
明
け
前
」
〕

i

岩
波
書
店

ーE
 

「
夜
明
け
前
」
に
つ
い
て

ー

8

柳

田

泉

氏

を

悼

む

二

文

学

E

一
日
本
近
代
"
-

9

立

原

道

造

「

萱

草

に

寄

す

」

二

文

学

館

E

〔
「
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
作
品
解
題
・
昭
和
期
」
〕

i

ヽ
ノ
）

10
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
著
「
信
濃
の
女
」
は
CF未
来
社

i

毎
日
新
聞

八
30
朝
>
i

昭

和

45年
（
一
九
七

0
)

1
文
学
の
ひ
ろ
ば

i

文
学

ーーE
 

大

学

紛

争

と

国

文

学

教

師

―

-
「
日
本
文
化
の
歴
史

-
1
2
」
学
習
研
究
社

3

「
小
説
神
髄
」
の
前
後

ーE
 

「
小
説
神
髄
」
前
後
の
逍
遥

一
国
語
通
信
・
筑
摩

9

ァ
ン
ケ
ー
ト
私
の
推
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

1
0

露
伴
•
も
う
ひ
と
つ
の
「
近
代
」
．
号
彗
噂
噂
一
文
学

E
l

松

氷

伍

一

著

「

日

本

農

民

詩

史

」

こ

班

日

新

聞

（
上
、
中
1
.
2
、
下
1
.
2
)
八
30
朝
>
!

一

九

）

昭

和

46年
（

七

一

:
日
本
文
学

「
第
三
期
」
〔
「
子
午
線
」
欄
に
所
載
〕

「
第
三
期
」
・
三
島
由
紀
夫
の
事
件
に
触
れ
て
―

〔
「
明
治
文
学
全
集
55
夏
目
漱
石
集
」
編
集
・
次
項
解
題
〕
i

筑
摩
書
房

文
壇
に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者
「
ウ
オ
ル
ト
、
ホ
イ
一

ッ
ト
マ
ン
」
の
詩
に
つ
い
て
・
人
生
・
俳
句
・
日
記
断
片
一

書
簡
集
・
倫
敦
消
息
・
自
転
車
日
記
・
文
学
評
論
・
坊
っ
i

ち
ゃ
ん
・
草
枕
・
夢
十
夜
•
そ
れ
か
ら
・
長
谷
川
君
と
余
・
一

博

士

問

題

と

マ

ー

ド

ッ

ク

先

生

と

余

―

6
 

Ell 

ー 125一



7
松
田
道
雄
「
私
の
読
ん
だ
本
」
八
26
日

＞

一

眈

読

書

新

聞

Ellー

9
▲

「

神

戸

の

酒

」

そ

の

他

一

「

酒

」

EI

i

文
学

10
文
学
の
ひ
ろ
ば

ーーE
 

「

中

国

文

学

月

報

」

の

復

刻

版

を

読

む

-

峠
三
吉
全
詩
集
「
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
」
八
28
朝
＞
乙
母
日
新
聞

昭
和

47
年
(
-
九
七
二
）

・
近
代
日
本
に
お
け
る
思
想
と
文
学
―
日
本
文
学

第
2
6
回
大
会

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

2
 

〔
猪
野
・
司
会
。
報
告
十
川
信
介
•
平
岡
敏
夫
等
〕
一
-
「
日
本
近
代
文
学

了
大
系
2
6
」
角
川

解
説
・
「
三
四
郎
」
「
そ
れ
か
ら
」・
「
認
識
者
」
の
文
学
・

i

1

E
 

そ
の
成
立
へ
の
道
程
―

「
三
四
郎
」
と
「
そ
れ
か
ら
」

．
．
．
 

教
育
者
子
規
と
大
江
健
三
郎

i

国
語
通
信
・
筑
摩ーーE
 

「

教

育

家

」

子

規

と

大

江

健

三

郎

―

工
木
来
・
未
来
社

3

ニ
・
ニ
六
前
夜
の
青
春

ーーE
 

ニ
・
ニ
六
前
夜
の
青
春
・
編
集
者
の
問
い
に
こ
た
え
て

i

-
「
著
者
に
ぎ
く
3
文
学
芸
術
へ
の
道
」
（
未
来
社
昭
47){

側博

-
「
現
代
国
語

3
ニ

一
訂
版
学
習
指
導
の

筆
者
研
究
・

一
研
究
」
筑
摩

野
間
宏
「
文
体
・
顔
•
そ
の
他
」
（
教
材
の
問
題
点
）
『

ーー

野
間
宏
「
文
体
・
顔
•
そ
の
他
」
を
め
ぐ
っ
て
一

E
 

「

黒

い

雨

」

に

つ

い

て

こ

国

語

通

信

・

筑

摩

ーーE
 

井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨
」

-
「
現
代
国
語
1
学
習
指
導
の
研
究
」
（
筑
摩
昭
4
8
)
-

側再

一
国
語
通
信
・
筑
摩

5

画
「
現
代
国
語
」
と
は
な
に
か

（
出
）
鈴
木
醇
爾
•
平
岡
敏
夫
・
益
田
勝
実
・
分
銅
惇
作
{

一
径
路
・
永
積
さ
ん
の
片
影
戸
疇
〗
紐
正
戸
麟
嗅
女
]
-

一

ご

目

本

近

代

文

学

館

「
精
選
名
著
複
刻
全
集
近

三

四

三

代

文

学

館

・

作

品

解

題

」

―

6
 夏

目
漱
石

コ
ニ
四
郎
」
の
意
味

漱
石
と
わ
た
し

10
わ
た
し
の
稲
垣
さ
ん
八
20
日
＞

わ
た
し
の
稲
垣
達
郎
さ
ん
・
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
同
氏
に

〔
「
島
崎
藤
村
事
典
」
（
伊
東
一
夫
編
）
に
次
項
執
筆
〕

家
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
眼
鏡

杉
浦
明
平
「
小
説
渡
辺
華
山
」
八
28
朝
＞

昭
和

48
年
(
-
九
七
三
）

5

画
「
現
代
国
語
」
の
新
た
な
地
平
を
求
め
て

（
出
）
益
田
勝
実
・
分
銅
惇
作
・
平
岡
敏
夫

行
動
に
敬
意
〔
日
本
近
代
文
学
館
設
立
十
周
年
に
祝
辞
〕

一
無
名
新
選
組

隊
士
の
人
生

8

「
八
丈
島
共
和
国
」
へ
の
夢
・

文
学
の
ひ
ろ
ば

国
文
学
（
近
代
）
時
評
の
試
み

画
近
代
文
学
に
お
け
る
「
帰
朝
者
」
の
意
味
・
荷
風

「
新
帰
朝
者
日
記
」
．
鵬
外
「
舞
姫
」
を
中
心
に

（
出
）
越
智
治
雄
•
平
岡
敏
夫

昭
和

49年

11 

（
一
九
七
四
）

ーE
 

五g
治
の
文
学
」

El

~
•
有
斐
閣

丁
わ
せ
だ
•
国
文

~
ニ
ュ
ー
ス
1
7
ーーE
 

直

治

書

院

ーE
 

扉

日

新

聞

ー

こ
国
語
通
信
・
筑
摩

ご
日
本
近
代
文
学
館
」ーーE
 

哀
城
県
史
研
究

一
文
学

ーE
 

二
国
語
通
信
・
筑
摩

3

漱
石
と
現
代
〔
講
演
・
新
潟
県
立
見
附
高
校
「
和
光
」

9
号〕
i

「

政

治

小

説

」

論

私

見

戸

悶

謡

腎

誓

]

-

E

I

高
見
順
「
わ
が
胸
の
底
の
こ
こ
に
は
」
論
（
間
饂
麟
．
）
二
届
論
鍔
認ーーE
 

高

見

順

「

わ

が

胸

の

底

の

こ

こ

に

は

」

―

〔
右
記
初
出
文
の
中
「
作
品
論
」
の
部
分
を
収
録
〕

i

高
見
順
小
論

〔
右
記
初
出
文
の
中
「
作
者
論
」
の
部
分
を
改
題
収
録
竺
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i

「
小
林
太
市
郎
著
作
集

-
4
」
月
報
●
淡
交
社

「
蕪
村
の
芸
術
」
を
め
ぐ
っ
て
の
回
想

ーーE
 

小
林
太
市
郎
「
蕪
村
の
芸
術
」
を
め
ぐ
っ
て
一

片

上

伸

「

文

学

評

論

」

・

回

想

こ

の

一

冊

一

国

文

学

EI

5

薦
花
と
現
代
〔
講
演
、
昭
4
8
.
1
0
、
於
県
立
長
崎
南
高
校
0

i

E

I

 

「
国
語
研
究
18
」
長
崎
県
高
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
〕
一

10
薩

花

の

「

自

然

と

人

生

」

を

論

ず

一

河

出

新

社

EI

〔
「
現
代
作
家
作
品
論
」
瀬
沼
茂
樹
古
稀
記
念
集
〕
―

11
文

学

の

ひ

ろ

ば

一

文

学

ーE
 

「
ガ
リ
ヴ
ァ
の
馬
」
と
漱
石

12
中
野
好
夫
「
薩
花
徳
冨
健
次
郎
」
八
2
日

＞

一

旺

読

書

新

聞

EI

昭
和

50
年
(
-
九
七
五
）

i

「
西
尾
実
国
語
教

一
育
全
集

3
」
月
報

-
3
•

教
育
出
版

2

わ
た
し
の
西
尾
先
生

-
「
現
代
国
語

3
」
学
習

一
指
導
の
研
究
●
筑
摩

3

「
新
帰
朝
者
日
記
」
論
・
作
者
論

永
井
荷
風
「
新
帰
朝
者
日
記
」
．
砂
認
闘
嗜
評
小
説

-

E

I

〔EI
へ
の
再
録
の
際
「
作
者
論
」
は
省
か
れ
た
。
〕
一

5

漱
石
の
位
相
と
そ
の
本
領
・
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
i

朝
日
新
聞
社

中
心
に
〔
こ
の
二
編
は
講
演
で
あ
り
、
各
々
昭
49
年
6
月一

4
日
と
11
日
に
発
表
。
「
近
代
文
学
・
作
家
と
そ
の
世
界
一

1
」
に
所
載
さ
れ
た
。
〕

8

瀬

沼

茂

樹

「

作

家

の

素

顔

」

一

国

文

学

EI

-
「
現
代
日
本
の
名

―
作
39
」
旺
文
社

9

田
宮
虎
彦
の
人
と
文
学

-
「
子
規
全
集
ー

-12
」
講
談
社

E

一
日
本
近
代
文
学
館

EI

一
岩
波
書
店

12 11 10 4
 

子
規
に
お
け
る
散
文
文
学
革
新
の
仕
事

「
草
合
」
〔
「
麟
漱
石
文
学
館
解
説
」
〕

読
者
の
参
与
〔
「
岩
波
講
座
文
学
1
」〕

6

芥
川
龍
之
介
全
集
に
寄
せ
て
戸
鱈
」
「
疇
訓
疇
豆
介
]

昭
和
52
年
(
-
九
七
七
）

5

竹
内
好
氏
葬
送
の
夜
に

昭
和

51年
(
-
九
七
六
）

2

近
況
現
代
文
学
史
で
停
滞
八
9
朝
＞
〔
近
況
欄
所
載
〕

3

青
果
の
小
説
と
そ
の
馬
琴
評
伝

真
山
青
果
の
小
説
と
そ
の
馬
琴
評
伝

4

対
談
「
全
体
」
を
み
つ
め
る
眼
．
漱
石
を
め
ぐ
っ
て

〔
野
間
宏
と
の
対
談
〕

5

日
本
自
然
主
義
と
そ
の
対
立
者
た
ち

漱
石
研
究
を
め
ぐ
っ
て
の
断
片
八
15
日
＞

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
人
間
に
と
っ
て
文
学
と
は
何
か

（
出
）
目
崎
徳
衛
•
前
野
直
彬
•
宮
崎
健
三

9

研
究
者
主
体
の
再
確
認
と
い
う
こ
と
八
1
日
＞

学
界
内
外
に
お
け
る
対
話
討
論
の
場
と
そ
の
条
件

10
文
学
研
究
と
自
己
表
現
〔
「
岩
波
講
座
文
学
10
」〕

原
子
朗
「
文
体
論
考
」

二
朝
日
新
聞

~
「
真
山
青
果
全
集

i
1
5
」
月
報
・
講
談
社ーE
 

｀
国
語
通
信
・
筑
摩

-
「
岩
波
講
座

i

文
学
7
」

ーE
 

-
「
日
本
近
代
文

二
学
館
31
号」

直
文
学
言
語
と

乙
羹
・
桜
楓
社

ーE
 

こ
江
代
文
学
会

-
「
会
報
44
」

i

日
本
文
学

i

岩
波
書
店

ー

直
文
学

EI

二
銀
座
百
点
」

11

11
わ
た
し
の
銀
座
・
「
時
に
仔
つ
」
に
擬
し
て
二
銀
座
百
店
会

Eー

わ
た
し
の
近
藤
忠
義
先
生
〔
講
演
、
於
和
光
大
学
昭
5
1
・
1
〕
一
日
本
文
学

EI

＿
直
一
「
和
光
大
学
人
文
学
部
紀
要
11
」
（
昭
51
．
1

2

)

-i

茨
城
文
学

△
回
想
・
茨
城
と
わ
た
し

12
鴎
外
・
透
谷
と
露
伴
の
浪
漫
主
義
〔
季
刊
論
叢
日
本
文
化
i

角
川
書
店

7
、
飛
鳥
井
雅
道
「
鴎
外
そ
の
青
春
」
季
報
〕

ii

文
学

盃
右
波
書
店

7
 

EI Ell EI Ell 
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6

寺
田
透
と
立
原
道
造
そ
し
て
わ
た
し
・
古
い
手
紙
か
ら

〔
「
現
代
詩
手
帖
」
・
臨
時
増
刊
・
寺
田
透
評
唱
〕

「
羅
生
門
」
解
説
〔
「
鯰
疇
芥
川
龍
之
介
文
学
館
解
説
」
〕

扇

潮

社

｀
本
近
代
文
学
館

EI
ーE
 

序「
日
本
文
学
の
遠
近
ー
」
未
来
社
刊

ーーE
 

9

跛
「
日
本
文
学
の
遠
近

II」
未
来
社
刊

ii

「
国
立
劇
場
」

10
小
説
「
不
如
帰
」
に
つ
い
て

11

〔
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」
に
次
項
執
筆
〕
二
講
談
社

木
下
順
ニ
・
桑
原
武
夫
〔
以
上
第
1
巻

〕

―

杉
浦
明
平
·
竹
内
好
•
徳
田
秋
声
〔
以
上
第
2
巻
〕
~

西

谷

能

雄

・

丸

山

真

男

〔

以

上

第

3

巻

〕

一

日
本
近
代
文
学
研
究
（
戦
前
）
・
文
芸
時
評
•
明
治
期
の
文
一

学

・

私

小

説

〔

以

上

第

4

巻

〕

―

昭
和
53
年
(
-
九
七
八
）

2

小

田

切

進

著

「

書

物

の

楽

し

み

」

二

国

文

学

~
「
日
本
近
代
文

]

i

学
館
位
号
」

「
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
」

完
成
に
つ
き

3

時
機
を
得
た
完
成

乙
国
語
通
信
・
筑
摩

4

阿
部
昭
「
自
転
車
」
・
作
品
と
作
家

5

第

十

期

学

術

会

議

会

員

と

し

て

の

報

告

:

日

本

文

学

画
新
た
な
言
語
の
創
造
を
め
ざ
す
・
鱈
％
鯛
戸
い
芦
芍
二
国
語
通
信
・
筑
摩

〔
5
i
6
月
号
連
載
〕
（
出
）
益
田
勝
実
・
分
銅
惇
作
等
i

8

明
平
断
想
〔
杉
浦
明
平
。
「
現
代
文
学
大
系
71
」
月
報
80
〕
一
筑
摩
書
房

：
日
本
文
学

10
画
文
学
研
究
に
お
け
る
戦
後
の
出
発

（
出
）
永
積
安
明
・
益
田
勝
実
・
広
末
保
・
畑
有
三
等
一

7
 

Ell 

補
遺
・
未
確
認

こ
こ
に
は
講
演
・
テ
レ
ビ
出
演
で
内
容
記
録
の
な
い
も
の
、
記
録
が
存
在
し

て
も
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
、
著
作
・
講
演
・
テ
レ
ビ
出
演
の
発
表
年

月
日
・
内
容
が
未
確
認
の
も
の
を
掲
げ
た
。
年
月
・
題
名
が
堆
定
で
あ
る
も
の

は
《
》
で
包
ん
だ
。

題

名

掲

載

紙

〔

編

者

註

〕

発
表
（
昭
）

年
・
月
・
日

《
29

百
合
子
「
播
州
平
野
」
》
（
「
朝
日
新
聞
」
・
学
芸
欄
）

《
36.12

漱
石
に
つ
い
て
》
（
「
神
戸
新
聞
」
）

41

文
学
に
現
わ
れ
た
人
間
の
生
き
方
．
咋
は
以
[
”
”
]
環
亨
JYJvWCA]

42

夏

目

漱

石

と

人

生

観

〔

同

〕

42

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

文

学

の

問

題

〔

同

〕

《
42ー

43
漱
石
に
つ
い
て
》
〔
講
演
・
於
兵
庫
県
立
姫
路
東
高
校
〕

《
42ー

43
透
谷
と
自
由
民
権
運
動
二
菫
翠
四
畔
雌
鰐
”
:
川
大
吉
]

《
43ー

44
漱
石
に
お
け
る
高
音
部
と
低
音
部
》
〔
講
演
・
於
兵
庫
県
立
高
砂
高
校
〕

「
講
演
・
兵
庫
県
立
宝
塚
高
校
主
催
。
一

於
宝
塚
市
民
会
館
。
テ
ー
プ
あ
り

《
44ー

45
近
代
日
本
の
明
暗
．
諭
吉
と
漱
石
》

45

近
代
日
本
文
学
の
中
の
差
別
の
問
題
[
”
”
託
噂
J
v
Y
W
C
A
]

46

近

代

と

自

我

・

夏

目

漱

石

を

め

ぐ

っ

て

〔

同

〕

46

近
代
と
翡
．
漱
石
を
め
ぐ
っ
て
．
闘
賛
（
「
喜
新
聞
」
）

〔
神
戸
y
w
C
A
ゼ
ミ
の
要
旨
。
切
抜
あ
り
〕

《4
9》
•
5
.
2
6
小
林
太
市
郎
（
「
神
戸
大
学
新
聞
」
）
〔
切
抜
あ
り
〕

5
1
.
6
.
3
研
究
と
自
己
と
・
漱
石
に
触
れ
な
が
ら
戸
麟
尻
繁
疇
畔
麟
澤
三

5
1
.
8

文
学
へ
の
招
待
・
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
〔
講
義•N
H
K
教
育
T
V
。

8
月
27
日
、
9
月
3
日
と
10
日
、
計
3
回
。
ビ
デ
オ
あ
り
。
〕

《
与
謝
野
晶
子
に
つ
い
て
》
〔
講
義
•
読
売
T
V
。
年
月
不
明
〕
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参
考
文
献
猪
野
謙
二
著
書
評
そ
の
他

こ
の
参
考
文
献
表
は
著
作
年
表
作
成
の
過
程
に
嘱
目
し
た
も
の
を
取
り
あ
げ

た
に
す
ぎ
な
い
。
国
民
文
学
論
、
歌
舞
伎
論
争
等
に
関
連
し
て
多
数
の
論
が
あ

る
筈
だ
が
、
断
念
し
た
。

田
宮
虎
彦
新
人
雑
評
（
「
帝
大
新
聞
」
昭
1
1
.
6
.
2
9
)
〔
「
未
成
年
」
評
〕

西
村
孝
次
雑
誌
評
・
「
花
」
第
四
号
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
2
2
.
1
2•. 

10) 

〔
「
文
学
に
於
け
る
思
想
と
肉
体
・
荒
正
人
を
中
心
に
」
に
言
及
〕

稲
垣
達
郎
近
代
日
本
文
学
に
つ
い
て
の
二
つ
の
業
績
（
「
文
学
」
昭
2
6
.
7
)

〔
「
近
代
日
本
の
文
学
」
書
評
〕

竹
内
好
国
民
文
学
の
問
題
点
（
「
改
造
」
昭
2
7
.
8
)
戸
「
国
民
文
学
論
」
（
東

ノヽ

大
出
版
昭
29)
「
戦
後
文
学
論
争
下
」
（
番
町
書
房
昭
47)

（
 

小
倉
金
之
助
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
葬
式
（
「
図
書
新
聞
」
昭
2
7
.
1
1
.
2
2
)
〔
「
読
害

雑
記
欄
」
所
載
。
「
近
代
日
本
文
化
の
特
質
」
に
言
及
〕

微
視
の
史
学
（
「
微
視
の
史
学
」
理
論
社
昭
28)

〔
「
明
治
時
代
的

人

間

の

類

型

」

に

言

及

〕

｀

歌
舞
伎
論
の
課
題
・
歌
舞
伎
論
争
の
論
点
を
め
ぐ
っ
て
（
「
日
本
文
学

の
伝
統
と
創
造
．
昨
虹
玖
鐸
聾
[
-
九
五
二
」
岩
波
書
店
昭
2
8
.
5
)

祠
一
「
元
禄
文
学
研
究
」
（
東
大
出
版
昭
30)

「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
2
9
.
2
.
1
)

同

（

「

大

分

合

同

新

聞

」

昭

2
9
.
2
.
6
)

同

（

「

新

読

書

」

昭

2
9
.
2
.
6
)

同

（

「

熊

本

日

日

新

聞

」

昭

2
9
.
2
.
7
)

同

（

「

山

陽

日

報

新

聞

」

昭

2
9
.
2
.
7
)

（
「
本
読
書
新
聞
」
昭
2
9
.
2
.
8
)

日

同
詞
＿
「
野
間
宏
全
集
14
」
（
筑
磨
書
房
昭
45)

k
 

無
署
名

無
署
名

野

間

宏

樋
ロ
無
署
名

広
末

寛 保

服
部
之
総

樋
ロ

同同刊
号
）

同旬
号
）

国
民
文
学
論
の
整
理
期
・
岩
波
講
座
と
竹
内
好
の
評
論
集
を
中
心
に

（
「
朝
日
新
聞
」
昭
2
9
.
3
.
1
)

乎
野
謙
「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
（
「
図
書
新
聞
」
昭
2
9
.
3
.
2
0
)

吉

田

精

一

同

（

「

東

京

新

聞

」

昭

2
9
.
4
.
1
6
)

長

谷

川

泉

同

（

「

文

学

」

昭

2
9
.
3
)

桑

原

武

夫

同

（

「

日

本

文

学

」

昭

2
9
.
4
)

小

原

元

同

（

「

近

代

文

学

」

昭

2
9
.
6
)

ヽ
ノ
）

田
中
西
二
郎
露
伴
の
新
し
さ
•
上
下
（
「
東
京
新
聞
」
昭29
.
5
.
2
9
ー

3
0
)

（
（
 

田
中
西
二
郎
神
話
文
学
史
の
盲
点
・
猪
野
謙
二
氏
に
答
う
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
2
9
.

8
.
1
)
 

現
代
文
学
の
失
敗
（
文
芸
時
評
下
）
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
2
9
.
8
.
5
)

〔
猪
野
•
田
中
西
二
郎
論
争
に
言
及
〕

「
島
崎
藤
村
」
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
3
0
.
1
.
9
)

伊
藤

荒

寛 整
正
人

井
上
正
蔵

無
署
名

無
署
名

無
署
名

無
署
名

杉
浦
明
平

荒

正

人

文
芸
学
と
は
何
か
・
学
問
と
し
て
の
批
評
（
「
大
阪
新
聞
」
昭
2
9
.

2
.
1
3
)
〔
「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
に
言
及
〕

猪
野
謙
二
の
「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
に
つ
い
て
（
「
京
大
学

園
新
聞
」
昭
2
9
.
2
.
1
5
)

_1_
「
呻
現
代
日
本
の
作
家
」
（
未
来
社
昭
39)

「
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
（
「
国
際
新
聞
」
昭
2
9
.
2
.
1
6
)

同

（

「

朝

日

新

聞

」

昭

2
9
.
2
.
2
2
)

（
「
産
業
経
済
新
聞
」
昭
2
9
.
2
.
2
2
)

（
「
旬
刊
日
販
通
信
」
昭
2
9
.
2
月

増

（
「
出
版
ニ
ュ
ー
ス
」
昭
2
9
.
2
月

下
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寿
岳
文
章

山
田
博
光

伊

藤

整 勝

稲
垣
達
郎

米
田
利
昭

日
野
啓
三

金

達

寿

佐
伯
彰
一

西
田

川
副
国
基

竹
盛
天
雄

瀬
沼
茂
樹

無
署
名

丸

山

静

瀬
沼
茂
樹

無
署
名

木
曽
隆
一

磯
貝
英
夫

無
署
名

「
島
崎
藤
村
」
（
「
図
書
新
聞
」
昭
3
0
.
2
.
1
9
)

同

（

「

叩

読

書

新

聞

」

昭

3
0
.
3
.
2
8
)

永
積
編
「
国
民
の
文
学
・
近
代
編
」
（
「
毎
日
新
聞
」
昭
3
0
.
6
.
1
3
)

猪
野
同

（

「

戸

読

書

新

聞

」

昭

3
0
.
8
.
8
)

同

（

「

文

学

」

昭

3
0
.
8
)

文
学
の
新
し
い
旗
手
た
ち
・
十
年
の
足
あ
と
（
「
財
読
書
新
聞
」
昭

3
0
.
8
.
2
9
)
 

戦
後
研
究
活
動
の
成
果
を
展
望
・
靡
疇
叡
繹
鐸
会
（
「
旺
読
書
新
聞
」

昭
3
0
.
8
.
2
9
)

近
代
日
本
文
学
の
研
究
三
つ
（
「
臥
読
書
新
聞
」
昭
3
1
.
7
.
3
0
)

〔
「
近
代
文
学
の
指
標
」
に
言
及
〕

「
近
代
文
学
の
指
標
」
（
「
日
本
文
学
」
昭
3
1
.
9
)

川
副
国
基
、
猪
野
謙
二
両
氏
の
「
自
然
主
義
の
文
学
」
に
つ
い
て

の
感
想
（
「
日
本
文
学
」
昭
3
3
.
9
)

「
日
本
文
学
の
近
代
と
現
代
」
（
「
図
書
新
聞
」
昭
3
3
.
1
2
.
2
0
)

本

同

（

「

日

読

書

新

聞

」

昭

3
3
.
1
2
.
2
2
)

同

（

「

日

本

文

学

」

昭

3
4
.
3
)

同

（

「

新

日

本

文

学

」

昭

3
4
.
3
)

同

（

「

文

学

」

昭

3
4
.
8
)

闘
闊
勝
本
・
「
座
談
会
明
治
文
学
史
」
（
「
瞑
読
書
新
聞
」
昭
3
6
.

8
.
7
)
 

同

（

「

毎

日

新

聞

」

昭

3
6
.
1
1
.
3
)

猪
野
謙
二
と
小
田
切
秀
雄
（
「
国
文
学
」
昭
3
6
.
1
0
)

「
島
崎
藤
村
」
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
昭
⑱
・

10
．
切
）

伊
豆
利
彦
「
島
崎
藤
村
」
（
「
日
本
文
学
」
昭
3
9
.
3
)

奥
村
久
美
子
戦
後
の
日
本
近
代
文
学
研
究
・
猪
野
謙
二
氏
の
場
合
（
「
日
本
文
学
」

昭
4
0
.
3
)
'

瀬
沼
茂
樹
猪
野
謙
二
（
「
現
代
日
本
文
学
大
事
典
」
明
治
書
院
昭
4
0
.
1
1
)

深
江
浩
国
民
文
学
論
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
概
念
の
行
方
・
猪
野
謙
二
氏

の
漱
石
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
「
日
本
文
学
」
昭
4
0
.
1
2
)

榎
本
隆
司
鱈
顧
鳳
勝
本
・
「
座
談
会
大
正
文
学
史
」
（
「
日
本
文
学
」
昭
4
1
.
2
)

関
口
安
義
「
増
補
近
代
日
本
文
学
史
研
究
」
批
判
（
「
日
本
文
学
」
昭
4
1
.
3
)

水
谷
昭
夫
「
島
崎
藤
村
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
4
1
.
9
)

紅
野
敏
郎
「
明
治
の
作
家
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
4
2
.
7
)

橋
本
峰
雄
「
か
え
っ
て
」
の
論
理
・
猪
野
謙
二
著
「
明
治
の
作
家
」
私
感
（
神
戸

大
学
文
学
会
「
研
究
」
昭
4
2
.
1
1
)

三
好
行
雄
「
明
治
の
作
家
」
（
「
文
学
」
昭
4
2
.
1
2
)

相
馬
庸
郎
近
代
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
・
三
好
行
雄
氏
と
猪
野
謙
二
氏
の
近
業

を
め
ぐ
っ
て
（
「
文
学
・
語
学
」
昭
4
3
.
3
)

長
谷
川
泉
「
日
本
文
学
の
遠
近
ー
、

II
」
(
「
東
京
新
聞
」
昭
5
2
.
1
0
.
8
)

柘
植
光
彦
「
日
本
文
学
の
遠
近
ー
、

II」
(
「
閂
読
書
新
聞
」
昭
5
2
.
1
1
.
7
)

相
馬
庸
郎
猪
野
謙
二
（
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
1
」
講
談
社
昭
5
2
.
1
1
)

平
岡
敏
夫
「
日
本
文
学
の
遠
近
ー
、

JI
」
(
「
文
学
」
昭
5
3
.
1
)

伊

豆

利

彦

同

（

「

国

文

学

」

昭

5
3
.
3
)

西
垣
勤
猪
野
謙
二
論
•
そ
の
戦
後
の
出
発
（
「
日
本
文
学
」
昭5
3
.
1
0
)

紅
野
敏
郎
「
偽
画
」
「
未
成
年
」
の
意
義
・
昭
和
十
年
代
文
学
再
検
討
（
「
文
学
」

昭
5
3
.
1
2
)

〔
未
確
認
の
も
の
に
、
益
田
勝
実
「
近
代
日
本
の
文
学
」
評
が
あ
る
。
）
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